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ホ
ー
ク
連
邦
労
働
党
政
権
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
治

　
　
－
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
八
七
年
ま
で

関

根

政

美

ホーク連邦労働党政権とオーストラリア政治

一二三四五

ホ
ー
ク
労
働
党
政
権
の
終
焉

ホ
！
ク
労
働
党
政
権
の
誕
生
ま
で
の
経
緯

第
一
期
ホ
ー
ク
連
邦
労
働
党
政
権
－
一
九
八
三
年
三
月
よ
り
一
九
八
四
年
一
二
月
ま
で

　
対
立
指
向
の
政
治
か
ら
合
意
指
向
の
政
治
へ

　
現
実
主
義
的
な
経
済
・
外
交
政
策
へ
の
動
き

　
ホ
ー
ク
政
権
の
現
実
主
義
と
労
働
党
左
派
の
不
満

第
二
期
ホ
ー
ク
政
権
－
一
九
八
四
年
一
二
月
か
ら
一
九
八
七
年
七
月
ま
で

　
現
実
主
義
的
な
経
済
・
外
交
主
義
の
続
行

　
双
子
の
赤
字
と
緊
縮
財
政
政
策
へ
の
転
換

　
野
党
連
合
の
分
裂
と
一
九
八
七
年
早
期
総
選
挙

ホ
1
ク
労
働
党
前
半
期
の
活
動
の
特
色
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ホ
ー
ク
労
働
党
政
権
の
終
焉

　
一
九
九
一
年
一
二
月
一
九
日
午
後
六
時
半
に
ホ
ー
ク
首
相
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
の
も
と
特
別
コ
ー
カ
ス
（
両
院
議
員
総
会
）
が
開
か
れ
た
。

そ
の
場
に
お
い
て
第
二
回
目
の
労
働
党
内
の
指
導
権
争
い
が
行
わ
れ
た
．
第
一
回
目
は
、
同
年
六
月
三
日
に
行
わ
れ
た
特
別
コ
ー
カ
ス
に

お
い
て
で
あ
っ
た
が
、
今
回
も
そ
の
時
と
同
様
に
ボ
ブ
・
ホ
ー
ク
（
守
び
＝
署
ざ
）
首
相
と
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
評
巳
溶
＆
夷
）
元
蔵
相
の
二

人
の
一
騎
打
ち
で
あ
っ
た
．
前
回
の
結
果
は
、
六
六
対
四
四
で
ホ
ー
ク
首
相
が
そ
の
地
位
を
守
っ
た
が
、
今
回
は
ホ
ー
ク
首
相
に
と
り
悲

観
的
な
予
想
が
流
れ
て
い
た
。
特
別
コ
ー
カ
ス
で
は
．
ま
ず
ホ
ー
ク
首
相
が
自
ら
首
相
職
を
辞
し
、
改
め
て
立
候
補
す
る
と
い
う
形
を
と

る
が
、
そ
の
際
に
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
元
蔵
相
も
首
相
職
に
対
立
候
補
と
し
て
立
候
補
す
る
形
を
と
る
。
そ
の
後
、
秘
密
投
票
が
行
わ
れ
る
。

ホ
ー
ク
首
相
が
特
別
コ
ー
カ
ス
召
集
と
首
相
選
挙
を
行
う
理
由
を
説
明
し
て
、
投
票
が
済
む
ま
で
の
間
は
三
〇
分
も
か
か
ら
な
い
。
七
時

二
〇
分
に
は
結
果
が
発
表
さ
れ
、
五
六
対
五
一
で
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
元
蔵
相
の
勝
利
が
伝
え
ら
れ
た
（
コ
ー
ヵ
ス
メ
ン
バ
ー
は
当
時
一
一
〇
名
で

三
名
が
欠
席
、
そ
の
中
に
は
ホ
！
ク
支
持
者
の
外
務
貿
易
大
臣
も
含
ま
れ
て
い
た
）
。
し
か
し
、
そ
の
直
前
に
既
に
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
元
蔵
相
オ
フ
ィ

ス
に
は
結
果
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
歓
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　
ホ
ー
ク
首
相
は
、
ヘ
イ
ゼ
ル
夫
人
と
涙
を
流
す
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
午
後
七
時
五
〇
分
に
記
者
会
見
場
に
現
れ
、
目
を
潤
ま
せ
な
が
ら

首
相
と
し
て
短
い
最
後
の
記
者
会
見
を
開
い
た
後
、
八
時
二
〇
分
に
議
会
を
離
れ
て
連
邦
総
督
の
も
と
に
出
頭
し
た
。
記
者
会
見
の
最
後

に
は
冗
談
を
い
え
る
ま
で
に
気
を
と
り
直
し
て
い
た
ホ
ー
ク
首
相
は
、
ヘ
イ
ド
ン
（
ω
臣
国
昌
α
聲
）
連
邦
総
督
に
対
し
、
そ
の
場
で
コ
ー
カ

ス
の
決
定
を
伝
え
て
首
相
職
辞
任
を
申
し
で
る
と
と
も
に
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
元
蔵
相
を
首
相
に
推
薦
し
た
。
こ
う
し
て
午
後
九
時
に
正
式

に
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
が
誕
生
し
た
（
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
議
員
が
正
式
に
首
相
就
任
の
誓
約
を
し
た
の
は
翌
日
の
午
後
で
、
連
邦
総
督
官
邸
に
お
い
て

取
り
行
わ
れ
た
、
』
養
這
軌
§
り
U
8
』
一
」
8
一
）
。
こ
の
瞬
間
に
ホ
ー
ク
首
相
は
、
最
も
成
功
し
た
労
働
党
首
相
と
し
て
の
賞
賛
を
浴
び
な

が
ら
も
、
バ
ッ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て
の
政
治
的
余
生
を
送
る
こ
と
が
決
定
的
に
な
っ
た
。
ホ
ー
ク
元
首
相
は
、
二
週
間
ほ
ど
前
に
六
二

2



ホーク連邦労働党政権とオーストラリア政治

（表1）労働党党首及び首相在任期問

首相名
労働党党首

在任期間
出身地　労働党党首 首相在任野党党首

期　　間在任期間
ワトソン
（」．H．Watson）

フイッシャー
（A．Fisher）

ヒューズ
（WM。Hughes）

チューダー
（F．Tu（ior）

チャールトン
（M．Charlton）

スカリン
（J．H．Scullin）

カーティン
（」．Curtin）

チフリー
（B．Chifley）

エヴァット
（II．V。Evatt）

コールウェル
（A．Calwel1）

ウィットラム
（G』Whitlam）

ヘイドン
（W．H段yden）

ホーク
（R．Hawke）

1901－07年　NSW　5年10ヵ月 4ヵ月 11ヵ月

1907－15年　Qld　8年7ヵ月4年4ヵ月2年1ヵ月

1915－16年　NSW　1年1ヵ月　1年1ヵ月

1916－22年　Vic　5年2ヵ月

1922－28年　NSW　5年10ヵ月

4年11ヵ月

5年10ヵ月

1928一一35年　vic　7年5ヵ月2年3ヵ月5年2ヵ月

1935－45年　vic　9年9ヵ月　3年9ヵ月6年

1945－51年　NSW　5年11ヵ月　4年5ヵ月　1年6ヵ月

1951－60年　NSW　9年8ヵ月

1960－67年　Vic　6年11ヵ月

9年8ヵ月

6年11ヵ月

1967－77年　NSW　10年10ヵ月．2年11ヵ月　7年9ヵ月

1977－83年　Qld　5年1ヵ月

1983－91年　vic　8年10ヵ月　8年9ヵ月

5年1ヵ月

1ヵ月

（注）　労働党党首であっても首相あるいは野党党首でない時期があるので，首相と野党党首在任期間

　　を足しても労働党党首在任期間と一致しない者がいる．

引用l　McAIlister，Mackerras，Ascul　and　Moss（1990），p，39．
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（表2）　オーストラリア連邦首相の在任期間（上位m人）

①メンジーズ（R．G。Menzies）　　　UAP　1939－41　2年4ヵ月4日
　　　　　　　　　　　　　　　　自由党　　1949－66　16年1ヵ月8日

②ホーク（RJ．Hawke）　　　　　労働党　　1983－91　8年9ヵ月8日

③フレイザー（J．MFraser）　　　　自由党　　1975－83　7年4ヵ月

④ヒューズ（WM．Hughes）（注）　　労働党　1915－23　7年3ヵ月14日
　　　　　　　　　　　　　　　　（NL，Nat含む）

⑤ライオンズ（J．A．Lyons）　　　　UAP　　1932－39　7年3ヵ月2日

⑥ブルース（S．M。Bruce）　　　　　Nat　　1923－29　6年8ヵ月14日

⑦フィッシャ（A．Fisher）　　　　労働党　　1910－13　3年1ヵ月26日
　　　　　　　　　　　　　　　　労働党　　1914－15　　1年1ヵ月11日
　　　　　　　　　　　　　　　　労働党　　1908－09　　　　6ヵ月21日

⑧チフリー（」．B．Chifley）　　　　　労働党　　1945－49　4年5ヵ月7日

⑨デイーキン（A．Deakin）　　　　　FT　　1905－08　3年4ヵ月9日
　　　　　　　　　　　　　　　　自由党　　1909－10　　　　10ヵ月28日
　　　　　　　　　　　　　　　　　FT　　　1903－04　　　　　7ヵ月4日

⑩カーティン（J．Curtin）　　　　　労働党　　1941－45　3年8ヵ月29日

略号：UAP＝オーストラリア統一党（United　Australia　Party）

　　NL・＝国民労働党（National　Labor）

　　Nat＝ナショナリスト党（Nationa1Party）

　　FT二白由貿易党（Free　Trade）

（注）　ヒューズは，当初労働党の首相であったが，後に脱党して国民労働党をつくり，さらに保守

　　派のナショナリスト党（国民党）を合併して統一労働党を形成して首相を続けた人物であり，

　　労働党首相とは分類しない．

引用：McAllister　et　a1．（1990），pp．9－10。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
ホ
ー
ク
首
相
退
任
劇
を
、
翌
日
の
新
聞
報
道
に

基
づ
い
て
ま
と
め
る
と
こ
の
よ
う
に
な
る
。
一
九

九
〇
年
一
二
月
以
降
表
面
化
し
て
か
ら
約
一
年
に

わ
た
る
指
導
権
争
い
は
、
こ
の
ホ
ー
ク
首
相
の
敗

北
で
あ
っ
け
な
く
終
了
し
た
（
＞
養
ミ
＆
ド
ト
窒

じo

覧
§
健
ミ
。
§
画
ε
宙
ミ
9
§
U
。
。
』
ρ
一
8
一
）
。
こ
れ

は
、
旧
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
が
辞
任
す

る
約
一
週
間
前
の
で
ぎ
ご
と
で
あ
っ
た
。

　
ホ
ー
ク
首
相
は
、
一
九
八
三
年
三
月
の
総
選
挙

に
お
い
て
勝
利
し
て
以
来
、
一
九
八
四
年
一
二
月
、

一
九
八
七
年
七
月
、
一
九
九
〇
年
三
月
の
総
選
挙

に
連
続
し
て
勝
ち
進
み
、
一
九
〇
一
年
に
成
立
し

た
連
邦
労
働
党
の
歴
史
に
お
い
て
最
長
の
首
相
在

任
者
と
な
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
（
表
一
）
．
一
八

年
五
ヵ
月
と
い
う
メ
ン
ジ
ー
ズ
自
由
党
首
相
の
持

つ
記
録
（
一
九
三
九
～
四
一
年
、
一
九
四
九
～
六
六
年
）

に
は
遠
く
及
ば
な
い
と
し
て
も
、
八
年
九
ヵ
月
と

い
う
歴
代
二
位
の
首
相
在
任
記
録
を
打
ち
立
て
た

4
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（
一
九
八
三
～
九
一
年
、
表
二
）
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
は
短
期
的
、
臨
時
的
な
政
権
政
党
と
思
わ
れ
て
い
た
労
働
党
が
、
生
得
的
政
権
政

党
（
鍔
言
邑
目
a
＆
耳
冨
吋
蔓
亀
磐
お
3
馨
邑
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
鼠
①
霧
魯
お
・。
。
も
ン
契

P
一
誤
）
。

　
さ
ら
に
、
ホ
ー
ク
政
権
は
労
働
党
政
権
と
し
て
は
、
最
長
の
政
権
担
当
期
間
を
達
成
し
て
い
る
し
、
ホ
ー
ク
首
相
の
国
民
的
人
気
も
一

九
八
四
年
三
月
に
は
、
首
相
支
持
率
と
し
て
は
七
五
％
と
い
う
記
録
的
な
数
字
を
達
成
し
て
い
る
。
ホ
ー
ク
首
相
が
達
成
で
き
な
か
っ
た

記
録
は
、
労
働
党
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
在
籍
記
録
く
ら
い
な
も
の
で
、
こ
の
記
録
は
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
（
O
。
韻
げ
≦
耳
一
§
）
元
労
働
党
首
相

が
一
〇
年
一
〇
ヵ
月
を
記
録
し
て
い
る
（
ホ
ー
ク
は
第
四
位
、
表
一
）
。
こ
の
国
民
的
な
人
気
を
背
景
に
し
て
、
最
後
の
一
年
間
を
除
い
て
労

働
党
支
持
率
が
低
く
て
も
、
常
に
安
定
し
た
政
権
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（
図
一
a
、
b
）
．

　
と
こ
ろ
が
、
労
働
党
の
歴
史
始
ま
っ
て
以
来
の
こ
と
で
あ
る
が
、
今
ま
で
指
導
権
争
い
で
は
首
相
在
職
者
に
常
に
好
意
的
で
あ
っ
た
コ

ー
カ
ス
が
、
労
働
党
史
上
偉
大
な
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
い
わ
れ
た
ホ
ー
ク
首
相
に
敗
北
の
憂
ぎ
目
を
あ
わ
せ
た
の
で
あ
る
．
そ
れ
は
、
一

九
九
〇
年
後
半
よ
り
始
ま
っ
た
不
況
に
と
も
な
い
、
一
九
九
一
年
半
ば
か
ら
失
業
者
が
急
増
し
、
失
業
率
が
九
月
に
は
一
〇
・
二
％
と
な

り
一
〇
％
の
大
台
に
乗
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
一
一
月
に
は
一
〇
・
五
％
に
上
昇
し
、
一
九
八
二
／
八
三
会
計
年
度
期
最
高
の
一
〇
・
三

％
を
上
回
り
．
世
界
恐
慌
以
来
の
高
い
失
業
率
を
記
録
し
た
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
事
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
業
対
策
が

十
分
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
国
民
の
不
満
が
高
ま
り
、
一
二
月
中
旬
の
世
論
調
査
で
は
、
つ
い
に
首
相
支
持
率
が
二
六
％
と
い
う
自

己
最
低
記
録
を
打
ち
立
て
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
表
三
）
。

　
そ
の
結
果
、
次
期
首
相
の
地
位
を
ね
ら
っ
て
い
た
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
元
蔵
相
に
対
す
る
支
持
が
労
働
党
議
員
の
間
に
高
ま
り
始
め
、
特
別

コ
ー
カ
ス
の
一
週
間
前
の
一
二
日
に
は
、
ホ
ー
ク
首
相
の
強
い
支
持
者
で
あ
る
ビ
ー
ズ
リ
ー
（
国
言
望
鼠
亀
）
運
輸
・
通
信
大
臣
、
エ
バ

ン
ス
（
9
国
奉
冨
）
外
務
貿
易
大
臣
な
ど
の
閣
僚
六
名
が
首
相
執
務
室
を
訪
れ
、
ホ
ー
ク
首
相
に
対
し
て
首
相
職
を
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
あ
る
い

は
他
の
者
に
禅
譲
し
て
勇
退
し
て
は
ど
う
か
と
説
得
し
よ
う
と
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
ホ
ー
ク
首
相
の
説
得
で
逆
に
首

5



法学研究65巻6号（’92：6）

（図la）　モーガン・ギャラップ調査による

　　　　首相支持率と野党リーダー支持率（1983－1991年）
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　　1983　　　　1984　　　　　1985　　　　　1986　　　　　1987　　　　　1988　　　　　1989

（注）本表は，首相・野党リーダーの支持率の変遷をまとめたものである．

1990 1991

％
2
5

20

15

10

5
0

一5

一10

一15

一20

一25

一30

ーホーク

（図1b） ソールウィック調査による
首相・野党リーダー支持度（1990－1991年）

ロヒューソン ロピーコック

2月5月
90年

6月8月9月11月12月2月3月
　　　　　　　　　　91年

4月5月6月7月8月9月10月11月

（注）本表には，支持率から不支持率を引いた差が示されており・マイナスは不支持率が支持率を

　　上回っていることを示す．

引用：a，bともS〃dπε〃Momεπg　Hεpα’42D㏄ユ9．1991より．
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（表3）　第2回目指導権争い直前の労働党およびホーク首相支持率

政党別

支持率

労働党

自由党・国民党

　自由党

　国民党

オーストラリア
民主党

その他

1990年
総選挙時

　39．4

　43．4

　35．0

　8．4

　11．3

5．9

10月26日11月　　11月
11月2日　9／16日23／4日

　36　　　　　36．0　　　　37

　45　　　　　44．5　　　　47

　39　　　　　38．5　　　　42

　　6　　　　6．0　　　5

　　7　　　　7．0　　　6

12 12．5　　10

11月30日／12月
12月1日　7／8日

　　33　　　31．5

　　51　　　52．5

　　46　　　46．5

　　5　　　　6．0

　　4　　　　6．0

12 10．0

ホータ首相

　
持
定

持
支
決

支
不
未

84年3月　　10月26日
（最高支持率）11月2日

　　75　　　　　35

　　15　　　　　55

　　10　　　　　10

11月　　11月
9／16日23／4日

　36　　　35

　55　　　55

　　9　　　10

11月30日／12月
12月1日　7／8日

　　31　　　　26

　　59　　　　67

　　10　　　　　7

ヒューソン野党
連合リーダー

　支持

　不支持

　未決定

90年4月
（最低支持率）

　　34

　　12

　　54

10月26日11月　　11月
11月2日　9／16日23／4日

　58　　　　40　　　53

　20　　　　41　　　31

　22　　　　19　　　16

11月30日／12月
12月1日　7／8日

　　56　　　　59

　　30　　　　28

　　14　　　　13

首相にふさわしい人物

　
ン

　
ソ

ク
一
他

一
ユ
の

ホ
ヒ
そ

10月26日

11月2日

　45
　39
　16

11月　　11月

9／16日23／4日

　47　　　43

　38　　　45

　15　　　12

11月30日／

12月1日

　　39

　　46

　　15

12月

7／8日

　36

　51

　13

（注）　政党支持率は下院総選挙を想定しており，「今，総選挙があるとすればどの政党に投票

　　　しますか」という質問に対する回答を集計したもの．なお，連邦下院総選挙では，小

　　選挙区優先順位付け連記投票制が採用されているので，労働党の支持率が野党連合よ

　　　り少なくても，オーストラリア民主党や環境保護派などの少数政党の候補者の支持者

　　からの優先順位表をもらうことにより，得票率を増加できる．すなわち，小選挙区で

　　過半数を取ったものがいない場合には，最低得票者の票を再開票し優先順位2位の候

　　補者に票を配分するという方法が取られるのである．詳しくは，久保・宮崎（1990，

　　161－33頁）参照．

引用：Morgan　Gullap　Poll　published　in！hθB％1！観n（Dec．171Dec24－31，1991〉．
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相
継
続
へ
の
支
持
を
約
束
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
読
売
、
卜
器
讐
§
§
り
U
8
」
。
。
し
8
一
）
。
あ
く
ま
で
も
首
相
に
留
ま
り
、
一
九

九
三
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
総
選
挙
に
臨
み
た
い
と
す
る
ホ
ー
ク
首
相
は
、
こ
う
し
た
申
し
出
を
断
り
、
む
し
ろ
、
自
ら
特
別
コ
ー
カ
ス

を
開
催
し
て
す
っ
き
り
と
決
着
を
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
、
ホ
ー
ク
首
相
自
身
大
き
な
誤
り
で
あ
っ
た
と
コ
ー
カ
ス
の
後
に
認
め
た
よ
う
に
、
か
な
り
焦
燥
に
か
ら
れ
た
自
暴
自
棄
的
な

行
為
で
あ
っ
た
（
』
盛
養
§
罫
U
①
。
』
。
し
8
一
）
．
し
か
し
、
カ
リ
ス
マ
的
人
気
が
衰
え
た
と
は
い
え
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
元
蔵
相
よ
り
は
国

民
的
支
持
を
ま
だ
得
て
い
る
し
、
ま
た
、
人
気
は
回
復
す
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
か
ら
、
そ
の
点
で
、
自
分
こ
そ
次
の
総
選
挙
を
率
い
る

上
で
最
適
な
人
物
で
あ
る
と
の
堅
い
信
念
が
、
破
局
的
な
結
末
を
導
い
た
と
い
え
よ
う
。
実
際
、
首
相
人
気
は
一
般
的
に
は
就
任
直
後
が

高
く
、
い
わ
ゆ
る
国
民
と
の
間
の
ハ
ネ
ム
ー
ン
期
間
は
短
い
の
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ク
首
相
の
場
合
に
は
異
常
で
あ
っ
た
。
カ
リ
ス
マ
的
人

気
の
高
か
っ
た
ウ
ィ
ヅ
ト
ラ
ム
元
労
働
党
首
相
で
さ
え
も
そ
の
人
気
は
九
ヵ
月
し
か
続
か
な
か
っ
た
し
、
フ
レ
イ
ザ
ー
元
保
守
連
合
首
相

の
場
合
に
は
六
ヵ
月
も
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
首
相
の
最
高
人
気
は
就
任
三
ヵ
月
目
の
一
九
七
三
年
三
月
の
六
四
％
、
フ
レ
イ

ザ
ー
首
相
の
場
合
に
は
、
就
任
五
ヵ
月
目
の
一
九
七
六
年
四
月
の
五
四
％
で
あ
っ
た
）
。

　
ホ
ー
ク
首
相
支
持
率
の
場
合
に
は
、
図
一
a
か
ら
明
ら
か
の
よ
う
に
、
一
九
九
〇
年
に
な
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
五
〇
％
を
切
る
こ
と
が
な

く
、
六
〇
％
前
後
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
九
九
〇
年
以
降
の
人
気
低
迷
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
気
の
復
活
は
可
能

と
ホ
ー
ク
首
相
が
信
じ
て
い
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
（
硫
覧
§
健
ミ
。
§
帖
ε
嵐
ミ
巳
斜
U
霧
鼻
』
眞
養
罰
§
U
①
ρ
。
ρ
一
。
。
一
）
。
事
実
、

敗
北
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
も
、
そ
の
こ
と
を
堅
く
信
じ
て
い
る
と
明
言
し
て
い
た
。
し
か
し
、
野
党
の
自
由
党
・
国
民
党
連
合
に
一

〇
％
以
上
の
政
党
支
持
率
の
差
を
っ
け
ら
れ
て
い
る
労
働
党
議
員
の
間
に
は
、
こ
の
際
、
リ
ー
ダ
ー
を
変
え
て
気
分
を
一
新
し
、
次
期
総

選
挙
に
臨
み
た
い
と
す
る
や
け
っ
ば
ち
な
気
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
見
逃
せ
な
い
。
そ
れ
だ
け
、
こ
の
時
期
の
労
働
党
の
次
期
総
選
挙
で
の

勝
利
の
確
率
は
ゼ
ロ
に
限
り
な
く
近
か
っ
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
、
今
さ
ら
リ
ー
ダ
ー
交
替
を
行
っ
た

と
て
労
働
党
の
未
来
は
悲
観
的
で
あ
る
と
す
る
者
が
多
か
っ
た
し
、
彼
ら
の
多
く
は
、
今
回
の
出
来
事
は
労
働
党
の
焦
り
を
反
映
し
て
い
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る
と
見
て
い
た
（
罫
0
3
詳
当
導
卜
窒
9
累
一
昼
』
怠
詮
ミ
魯
§
｝
U
①
。
』
O
」
8
一
）
。

　
こ
の
一
件
に
つ
い
て
は
．
日
本
で
も
割
合
大
き
く
特
派
員
報
道
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
（
日
経
、
朝
日
、
読
売
他
、
。
一
－
一
㌣
豊
．
し
か
し
、

コ
ー
カ
ス
後
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
の
関
心
は
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
新
首
相
が
次
の
総
選
挙
（
一
九
九
三
年
の
半
ば
ま
で
に
実
施
す
る
必
要

有
り
）
ま
で
の
限
ら
れ
た
時
間
に
、
ど
れ
だ
け
指
導
権
争
い
に
よ
る
党
内
の
分
裂
を
修
復
し
、
ま
た
、
失
業
問
題
を
中
心
に
経
済
回
復
を

図
り
、
支
持
率
の
高
い
野
党
連
合
に
対
し
て
効
果
的
な
攻
撃
を
す
る
か
ど
う
か
に
傾
い
て
い
る
．
実
際
、
不
況
下
の
経
済
状
況
で
は
、
旧

ソ
連
の
人
々
が
ソ
連
の
崩
壊
か
ら
独
立
共
和
国
共
同
体
へ
の
動
き
の
中
で
去
っ
て
い
っ
た
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
元
大
統
領
に
つ
い
て
ゆ
っ
く
り

顧
み
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
と
同
様
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
に
も
ホ
ー
ク
首
相
の
過
去
の
業
績
を
ゆ
っ
く
り
思
い
か
み
し
め
る
余

裕
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
旧
ソ
連
の
人
々
が
・
シ
ア
共
和
国
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
今
後
に
注
目
し
た
よ
う
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
治
史
上
最
年
少
の
四
七
歳
の
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
首
相
の
野
党
攻
撃
能
力
と
政
策
立
案
能
力
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

る
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
々
も
そ
の
手
腕
に
注
目
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
本
稿
で
は
突
然
終
焉
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ホ
ー
ク
連
邦
労
働
党
の
八
年
九
カ
月
に
わ
た
る
軌
跡
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
同
政

権
の
特
質
な
り
間
題
点
に
つ
い
て
整
理
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
治
の
一
断
面
に
触
れ
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
最
終
的
に
は
経
済
不
況
を

も
た
ら
し
て
し
ま
っ
た
も
の
の
、
政
権
担
当
期
間
中
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
経
済
、
社
会
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
政
権
と
し
て
長

く
記
録
さ
れ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
ホ
ー
ク
政
権
の
活
動
期
を
、
総
選
挙
を
節
目
と
し
な
が
ら
四
期

に
分
け
て
概
観
す
る
．
そ
の
後
に
、
従
来
、
保
守
連
合
政
権
に
比
べ
短
期
政
権
で
終
わ
る
こ
と
が
多
く
、
選
挙
に
お
い
て
三
回
連
続
勝
利

し
た
首
相
が
い
な
か
っ
た
労
働
党
政
権
が
、
今
回
は
非
常
に
安
定
し
た
政
権
と
な
り
、
生
得
的
政
権
担
当
政
党
と
見
な
さ
れ
る
ま
で
に
至

っ
た
原
因
や
、
ホ
ー
ク
労
働
党
政
権
の
特
質
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
実
際
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
と
直
後
の
労
働
党
政
権
を
除
い
て
、

そ
の
寿
命
は
短
く
、
そ
の
結
果
と
し
て
連
邦
政
治
に
お
け
る
労
働
党
政
権
担
当
期
間
は
非
労
働
党
政
権
に
比
べ
圧
倒
的
に
短
か
っ
た
の
で

あ
る
（
図
二
）
。
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　　　（図2）　オーストラリア連邦政党の政権担当期問

■政権担当期間

1916

1929

1885

1890
保護貿易派（1901一）

1895

連邦結成 1900 無所属 自由貿易派（1901一）

、－
1905 ノ

ノ 巡
一 1

1910

ク 1 1915 自由党

ノ－卜
国民労働党 ＼－

（1909一）

（1916一） レ／

1920

1925 ト党（1917一）

爵 1930
＼

901一） 1 〆

ノ
ラング 1935

統一オース 地方党

→
党働党 1940 トラリア党 （1920一）

1945
（1931一）

匝1950

ノ
自由党

1955 （1944一）

1 「

民主労働党1g60
（1957一）

1965

》一スト列ア党（　）「

→
1970 〉

）
1 1975

　　　　「
自由運動派

国民地方

（1975

1980
オーストラ

…
リア民主党

国民党
1985

1990

（1977一）

（騒議
（1982一）

（注）原図はジェンシュ（1985，p．89）より引用．ただし，最近の動きを追加した．
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ホ
ー
ク
政
権
登
場
ま
で
の
事
情
を
簡
単
に
論
じ
た
後
、
ホ
ー
ク
政
権
活
動
期
を
以
下
の
よ
う
に
分
け
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
一
）
　
第
一
期
ホ
ー
ク
政
権
ー
一
九
八
三
年
三
月
か
ら
一
九
八
四
年
一
二
月
ま
で

　
（
二
）
　
第
二
期
ホ
ー
ク
政
権
－
一
九
八
四
年
一
二
月
か
ら
一
九
八
七
年
七
月
ま
で

　
（
三
）
　
第
三
期
ホ
ー
ク
政
権
－
一
九
八
七
年
七
月
か
ら
一
九
九
〇
年
三
月
ま
で

　
（
四
）
　
第
三
期
ホ
ー
ク
政
権
i
一
九
九
〇
年
三
月
か
ら
一
九
九
〇
年
一
二
月
ま
で

　
本
格
的
な
ホ
ー
ク
労
働
党
政
権
の
研
究
を
す
る
に
は
、
も
う
少
し
時
間
を
お
い
た
方
が
よ
り
客
観
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
と
す
れ
ば
ホ
ー
ク
首
相
辞
任
の
当
日
よ
り
稿
を
起
こ
し
た
本
稿
が
試
論
的
な
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
，
予
め
断
っ
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
紙
面
の
都
合
か
ら
今
回
は
一
九
八
二
年
の
ホ
ー
ク
政
権
誕
生
ま
で
の
経
緯
と
一
九
八
三
年
か
ら
八
七
年
ま
で

の
期
間
を
扱
う
こ
と
に
し
た
い
．
そ
の
た
め
、
ホ
ー
ク
政
権
の
特
質
に
つ
い
て
の
本
格
的
分
析
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

ホーク連邦労働党政権とオーストラリア政治

ニ
　
ホ
ー
ク
労
働
党
政
権
の
誕
生
ま
で
の
経
緯

　
ホ
ー
ク
労
働
党
政
権
は
、
一
九
八
三
年
三
月
五
日
の
総
選
挙
に
お
い
て
フ
レ
イ
ザ
ー
保
守
連
合
政
権
（
自
由
党
．
地
方
党
連
合
）
を
打
ち

破
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
。
ホ
ー
ク
は
、
一
九
八
○
年
一
〇
月
に
初
め
て
連
邦
議
員
に
選
ば
れ
た
後
、
す
ぐ
に
当
時
野
党
で
あ
っ
た
労

働
党
の
影
の
内
閣
の
労
使
関
係
大
臣
に
選
出
さ
れ
て
い
る
．
ホ
ー
ク
は
、
も
と
も
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最
大
の
圧
力
団
体
の
一
っ
で
あ
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
労
働
組
合
評
議
会
（
》
ロ
弩
＆
導
O
。
彗
色
9
ギ
＆
①
q
ぎ
塗
＞
O
弓
q
）
の
議
長
（
質
Φ
畳
①
邑
を
長
く
務
め
、
一
九
七
〇

年
代
に
は
労
使
紛
争
の
収
拾
に
並
々
な
ら
ぬ
力
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
労
働
者
の
経
済
・
労
働
条
件
の
向
上
に
つ
く
し
た
こ
と
に
よ
り
、

す
で
に
国
民
的
な
知
名
度
と
人
気
を
博
し
て
い
た
．
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
学
を
卒
業
後
、
・
：
ズ
奨
学
金
奨
学
生
に
選
ば
れ
て
、
オ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
勉
強
し
た
秀
才
で
は
あ
る
が
、
労
働
組
合
運
動
に
長
く
関
与
し
、
そ
の
言
動
や
生
活
態
度
、
服
装
は
一
般
労
働
者
と
大

11
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ぎ
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
国
民
か
ら
親
し
み
あ
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
見
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
い
つ
か
は
政
界
に
進
出
し
首
相
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
人
物
と
目
さ
れ
て
い
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
、
日
本
の
年
功
式
の
大
臣
就
任
方
式
と
は
異
な
り
、
才
能
と
人
気
が
あ
れ
ば
い
き
な
り
年
齢
に
関
わ
ら
ず
高

い
地
位
に
つ
く
傾
向
が
強
い
。
と
く
に
、
最
近
そ
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。
先
に
見
た
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
新
首
相
は
四
七
歳
で
あ
る
が
、

す
で
に
二
五
年
の
議
員
歴
を
持
つ
大
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
対
抗
す
る
ヒ
ュ
ー
ソ
ン
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
も
一
九
八
七
年

に
議
員
と
な
っ
た
ば
か
り
で
、
四
〇
代
半
ば
の
年
齢
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
時
点
の
ホ
ー
ク
政
権
の
閣
僚
の
平
均
年
令
は
四
六
歳
前
後
で

あ
っ
た
．
世
代
交
替
の
時
期
か
も
し
れ
な
い
が
、
連
邦
だ
け
で
は
な
く
州
政
治
も
含
め
て
政
治
家
の
若
年
化
が
進
ん
で
い
る
（
O
畠
曾
一
8
ρ

3
㎝
）
．
そ
れ
故
に
、
ホ
ー
ク
が
当
選
後
す
ぐ
に
影
の
大
臣
に
就
任
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
人
々
の
ホ
ー
ク
首
相
誕
生
へ
の
期
待
を
高
め

る
こ
と
に
な
っ
た
．
そ
れ
は
し
か
し
な
が
ら
、
当
時
の
ヘ
イ
ド
ン
野
党
労
働
党
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
は
大
き
な
災
い
で
あ
っ
た
。

　
一
九
七
五
年
一
一
月
に
連
邦
総
督
に
よ
る
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
労
働
党
首
相
の
解
任
と
い
う
憲
政
史
上
異
常
な
出
来
事
に
よ
り
、
労
働
党
政

権
が
倒
れ
、
同
年
の
総
選
挙
で
労
働
党
が
負
け
て
以
来
、
フ
レ
イ
ザ
ー
（
崔
号
。
ぎ
宰
器
＆
保
守
連
合
政
権
が
一
九
七
七
年
、
一
九
八
○

年
と
連
続
勝
利
し
て
い
た
。
そ
の
間
、
一
九
七
七
年
一
二
月
に
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
か
ら
指
導
権
を
受
け
継
い
だ
ヘ
イ
ド
ン
は
党
勢
立
直
し
に

努
力
し
、
一
九
八
○
年
の
選
挙
で
は
大
い
に
健
闘
し
た
も
の
の
、
党
内
関
係
者
か
ら
は
堅
実
で
大
人
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
ヘ
イ
ド
ン
に

対
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
評
価
は
低
か
っ
た
．
そ
れ
は
、
党
務
遂
行
に
対
す
る
実
務
的
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
高
い
評
価
は
与
え
ら
れ
た

も
の
の
、
国
民
的
人
気
を
引
き
つ
け
二
三
年
ぶ
り
に
労
働
党
を
勝
利
に
導
い
た
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
元
首
相
の
大
衆
的
、
カ
リ
ス
マ
的
人
気
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
二
年
の
後
半
に
フ
レ
イ
ザ
ー
首
相
が
早
期
選
挙
を
打
っ
て
く
る
と
の
噂

が
立
つ
と
、
労
働
党
内
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
問
題
が
浮
上
し
始
め
た
の
で
あ
る
（
日
審
§
ロ
お
。
。
賀
箸
』
。。
“
－
。
）
。

　
一
九
八
二
年
七
月
八
日
に
ブ
レ
テ
ィ
ン
誌
上
で
発
表
さ
れ
た
世
論
調
査
で
は
、
政
府
へ
の
支
持
は
五
〇
％
、
労
働
党
へ
の
支
持
は
三
一

％
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
切
っ
掛
け
と
し
て
、
翌
日
に
は
、
労
働
党
大
会
の
真
っ
最
中
で
は
あ
っ
た
が
、
一
六
日
に
特
別
コ
ー
カ
ス
を
開

12
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い
て
指
導
権
争
い
に
決
着
を
つ
け
る
と
ヘ
イ
ド
ン
が
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
後
、
さ
ら
に
世
論
調
査
が
発
表
さ
れ
た
．
一
つ
は
、

首
相
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
物
を
被
調
査
者
に
選
ば
せ
た
が
、
そ
の
結
果
、
ホ
ー
ク
支
持
者
は
四
三
％
、
フ
レ
イ
ザ
ー
は
二
二
％
、
ピ
ー

コ
ッ
ク
（
＞
づ
母
霜
評
碧
。
簿
）
は
一
二
％
と
で
た
が
、
な
ん
と
ヘ
イ
ド
ン
は
五
％
の
支
持
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．
ピ
ー
コ
ッ

ク
は
当
時
、
自
由
党
の
実
力
者
と
さ
れ
次
期
リ
ー
ダ
ー
と
見
な
さ
れ
て
い
た
人
物
で
、
フ
レ
イ
ザ
ー
引
退
後
に
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
と
な

っ
た
．
ま
た
、
ヘ
イ
ド
ン
が
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
と
す
る
と
労
働
党
へ
の
支
持
は
四
一
・
三
％
、
政
府
へ
の
支
持
は
四
八
・
八
％
で
あ
る
が
、

ホ
ー
ク
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
と
労
働
党
へ
の
支
持
は
四
八
・
八
％
、
政
府
へ
の
支
持
は
四
一
・
九
％
と
な
る
と
い
う
結
果
も
発
表
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
世
論
調
査
結
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
六
日
の
コ
ー
カ
ス
で
は
四
二
対
三
七
で
ヘ
イ
ド
ン
が
辛
う
じ
て
地
位
を
守

り
、
ホ
ー
ク
は
再
び
指
導
権
争
い
は
し
な
い
と
リ
ー
ダ
ー
に
忠
節
を
誓
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
ホ
ー
ク
の
人
気
の
高
さ
は
明
ら
か

で
あ
っ
た
（
》
臼
℃
炉
一
〇
〇
。
ω
欝
サ
胡
）
。

　
そ
の
後
も
世
論
調
査
が
発
表
さ
れ
る
度
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
問
題
が
論
議
さ
れ
る
と
と
も
に
、
水
面
下
で
の
活
動
が
続
い
た
。
一
九
八

二
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
休
暇
前
後
よ
り
そ
の
活
動
は
活
発
化
し
、
八
三
年
二
月
三
日
に
は
つ
い
に
ヘ
イ
ド
ン
の
重
要
な
支
持
者
で
あ
っ
た
バ

ト
ン
（
き
ぎ
ω
暮
一
9
）
が
ホ
ー
ク
支
持
に
回
っ
た
結
果
、
　
ヘ
イ
ド
ン
は
自
ら
辞
任
を
申
し
で
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
ホ
ー
ク
を
支
持

し
た
バ
ト
ン
が
、
九
一
年
一
二
月
の
第
二
回
特
別
コ
ー
カ
ス
直
前
に
、
ホ
ー
ク
の
引
退
を
迫
る
役
を
果
た
し
た
の
は
歴
史
の
皮
肉
で
は
あ

る
が
、
と
も
か
く
も
ホ
ー
ク
が
新
労
働
党
リ
ー
ダ
ー
に
選
ば
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
日
に
、
こ
う
し
た
事
実
を
知
ら
ず
、
労
働
党
内
の
指

導
権
争
い
に
乗
じ
て
選
挙
を
仕
掛
け
よ
う
と
し
た
フ
レ
イ
ザ
ー
首
相
は
連
邦
総
督
に
会
い
、
総
選
挙
の
許
可
を
得
て
三
月
五
日
の
総
選
挙

実
施
を
発
表
し
た
．
も
し
こ
の
発
表
が
一
日
早
け
れ
ば
、
リ
ー
ダ
ー
交
替
の
余
裕
は
な
く
ホ
ー
ク
政
権
の
誕
生
は
繰
り
延
べ
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
。
フ
レ
イ
ザ
ー
首
相
の
決
定
と
野
党
リ
ー
ダ
ー
の
交
替
が
重
な
っ
た
こ
と
は
、
フ
レ
イ
ザ
ー
首
相
に
と
り
大
き
な
不
運
で
あ
り
、
ホ

ー
ク
に
と
り
幸
運
で
あ
っ
た
．

　
三
月
五
日
の
選
挙
結
果
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
一
九
八
二
年
後
半
か
ら
八
三
年
前
半
に
か
け
て
急
速
に
経
済
が
悪
化
し
、

13
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失
業
率
が
一
〇
・
三
％
と
な
っ
た
事
態
を
国
民
が
許
す
は
ず
は
な
か
っ
た
し
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
連
邦
税
務
署
の
税
徴
管
理
の
不
行

き
届
き
か
ら
、
大
き
な
脱
税
問
題
が
表
面
化
し
、
連
邦
政
府
へ
の
批
判
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
カ
リ
ス
マ
的
人
気
の
あ
る
ホ
ー

ク
が
野
党
党
首
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
結
果
は
目
に
見
え
て
い
た
（
卜
賠
員
お
c。
G

。
げ
も
＆
。
9
国
ユ
婁
8
る
。
。
實
等
8
①
直
。
）
。
そ
の
結
果

は
、
得
票
率
に
お
い
て
労
働
党
四
九
・
五
％
（
四
五
．
一
％
）
、
保
守
連
合
四
三
・
六
％
（
四
六
．
四
％
）
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
民
主
党
六
・

六
％
（
六
．
六
％
）
、
そ
の
他
一
・
九
％
（
一
・
九
％
）
と
な
り
、
下
院
の
勢
力
は
労
働
党
七
五
議
席
、
保
守
連
合
五
〇
議
席
と
な
り
、
圧
倒

的
優
位
を
労
働
党
が
保
つ
こ
と
に
な
っ
た
（
カ
ッ
コ
内
は
一
九
八
○
年
一
〇
月
総
選
挙
結
果
）
。
労
働
党
へ
の
支
持
の
ス
イ
ン
グ
は
当
初
一
・
四

％
あ
れ
ば
十
分
と
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
全
国
平
均
で
五
％
も
の
ス
イ
ン
グ
が
起
き
た
の
で
あ
る
．
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
民
主
党
か

ら
労
働
党
へ
の
支
持
変
更
の
動
き
が
目
立
ち
、
も
と
も
と
自
由
党
か
ら
分
裂
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
民
主
党
と
労
働
党
の
支
持
者
層
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
！
的
近
接
性
が
目
立
ち
始
め
た
と
い
っ
て
よ
い
（
＞
賠
＝
一
。
。。
ω
げ
も
』
。
。
。
“
固
留
ぎ
づ
這
。。
ω
費
堕
b
』
お
）
．

14

三
第
一
期
ホ
ー
ク
連
邦
労
働
党
政
権
－
一
九
八
三
年
三
月
よ
り
一
九
八
四
年
一
二
月
ま
で

　
対
立
指
向
の
政
治
か
ら
合
意
指
向
の
政
治
ヘ

　
ホ
ー
ク
連
邦
労
働
党
政
権
の
最
初
の
大
き
な
仕
事
は
、
四
月
に
全
国
経
済
サ
ミ
ッ
ト
（
尋
§
轟
一
浮
8
。
包
。
ω
q
目
巨
げ
）
を
開
く
こ
と
で

あ
っ
た
．
こ
れ
は
、
一
九
八
二
年
以
来
急
速
に
悪
化
し
た
経
済
間
題
に
対
応
す
る
必
要
か
ら
、
ホ
ー
ク
首
相
の
主
導
の
も
と
に
開
か
れ
た

も
の
で
あ
る
．
し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
経
済
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
フ
レ
イ
ザ
ー
保
守
連
合
政
権
が

労
働
組
合
と
敵
対
的
、
対
立
的
な
姿
勢
を
貫
き
通
し
た
こ
と
や
、
財
界
と
の
接
触
も
少
な
く
孤
立
化
し
て
お
り
、
政
治
、
行
政
に
差
し
障

り
が
で
き
て
い
る
と
の
判
断
の
も
と
、
ホ
ー
ク
首
相
が
選
挙
運
動
の
時
に
「
協
調
と
合
意
」
（
8
8
霞
畳
自
き
含
8
目
①
累
琶
を
ス
・
ー
ガ

ン
と
し
、
そ
の
意
志
を
明
確
に
す
る
た
め
に
選
挙
運
動
期
間
中
に
開
催
を
約
束
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
＞
弓
頃
一
。
。
。
ω
ダ
づ
ふ
§
。
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全
国
経
済
サ
ミ
ッ
ト
は
、
七
月
一
日
か
ら
五
日
ま
で
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
連
邦
議
会
上
院
議
事
室
で
開
催
さ
れ
た
．
同
会
議
に
は
、
連
邦
野

党
連
合
が
欠
席
し
た
も
の
の
、
各
州
か
ら
の
首
相
、
大
臣
が
出
席
す
る
と
と
も
に
、
財
界
、
労
働
組
合
、
社
会
福
祉
団
体
な
ど
有
力
な
圧

力
団
体
の
代
表
が
参
加
し
た
．
会
議
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
は
以
下
の
点
で
あ
っ
た
（
＞
賠
自
一
。
。。
ω
げ
も
＆
邑
。

　
（
一
）
　
イ
ン
フ
レ
と
失
業
問
題
を
同
時
に
解
決
す
る
政
策
を
と
る
こ
と
。

　
（
二
）
　
中
央
集
権
的
な
賃
金
決
定
制
度
に
復
帰
す
る
と
と
も
に
、
賃
金
物
価
協
定
（
「
ア
コ
ー
ド
』
＞
。
8
邑
を
政
府
と
組
合
と
の
間
で
実

　
　
　
施
す
る
。

　
（
三
）
　
物
価
上
昇
問
題
を
監
視
す
る
機
構
を
設
置
す
る
こ
と
。

　
（
四
）
　
雇
用
創
出
の
た
め
の
政
策
を
直
ち
に
実
施
す
る
こ
と
。

　
イ
ン
フ
レ
と
失
業
の
同
時
対
策
は
も
と
も
と
労
働
党
の
基
本
的
政
策
で
あ
り
、
イ
ン
フ
レ
第
一
政
策
を
と
っ
て
い
た
フ
レ
イ
ザ
ー
保
守

政
権
と
は
異
な
る
政
策
で
あ
る
．
中
央
集
権
的
な
賃
金
決
定
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
伝
統
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
一
年
に
組
合
と
フ
レ
イ

ザ
ー
政
権
の
対
立
も
あ
り
、
賃
金
決
定
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
強
制
調
停
・
仲
裁
委
員
会
の
役
割
が
狭
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

賃
金
高
騰
が
生
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
委
員
会
の
役
割
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
．
一
九
八
一
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
の
賃
金
高
騰
が

八
二
／
八
三
年
の
失
業
増
加
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
の
が
当
時
の
専
門
家
の
間
の
共
通
の
認
識
で
あ
り
、
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
は
こ
れ
に
対

し
賃
金
凍
結
（
壽
鴨
蒙
§
）
政
策
を
導
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
賃
金
抑
制
が
と
り
あ
え
ず
今
後
の
経
済
運
営
に
と
り
重
要
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
選
挙
運
動
期
間
中
の
二
月
に
労
働
党
政
府

は
A
C
T
U
と
の
間
に
ア
コ
ー
ド
締
結
を
決
め
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
賃
金
抑
制
と
の
引
き
換
え
に
イ
ン
フ
レ
の
統
制
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
税
制
改
革
、
社
会
保
障
手
当
て
の
充
実
、
失
業
手
当
て
、
老
齢
年
金
の
充
実
、
国
民
医
療
制
度
で
あ
る
メ
デ
ィ
ケ
ア
ー
（
竃
①
身
胃
。
）

の
導
入
を
図
り
、
い
わ
ゆ
る
社
会
賃
金
（
§
芭
壽
鴨
ω
）
の
充
実
、
あ
る
い
は
雇
用
教
育
・
訓
練
制
度
の
拡
充
を
約
束
し
た
も
の
で
あ
っ

た
．
こ
の
ア
コ
ー
ド
は
、
九
月
の
全
国
賃
金
ケ
ー
ス
に
お
い
て
連
邦
強
制
調
停
・
仲
裁
委
員
会
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
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な
っ
た
（
寓
三
く
亀
這
。
。
避
箸
」
旨
占
“
困
留
旨
8
お
。。
。

。
P
マ
鳶
“
）
。
こ
う
し
た
政
策
は
労
働
党
の
基
本
的
政
策
で
あ
っ
た
が
、
全
国
経
済

サ
、
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
財
界
、
労
働
組
合
等
と
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
合
意
形
成
を
図
り
、
後
の
政
策
実
施
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
政
策
決
定
の
や
り
方
は
、
一
般
に
組
合
や
財
界
な
ど
の
圧
力
団
休
と
政
府
の
間
の
合
議
を
重
視
す
る
コ
ー
ポ

ラ
テ
ィ
ズ
ム
型
の
意
思
決
定
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
治
研
究
者
の
間
で
は
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
研
究
が
盛

ん
に
な
っ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
＝
①
琶
お
o。
P
箸
。
お
o。
よ
8
“
（
①
警
お
o。
轟
）
。

　
全
国
経
済
サ
ミ
ヅ
ト
は
、
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
政
策
全
般
に
つ
い
て
合
意
に
た
ど
り
つ
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
最
終
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
の

調
整
は
混
乱
し
、
国
民
党
の
率
い
る
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
政
府
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ヘ
の
サ
イ
ン
を
拒
否
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
．
と
は
い
う
も

の
の
ホ
ー
ク
政
権
が
合
意
形
成
を
第
一
と
し
た
政
権
で
あ
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
ホ
ー
ク
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ス
タ
イ
ル

が
フ
レ
イ
ザ
ー
前
首
相
の
強
引
な
権
威
主
義
的
な
課
業
遂
行
型
と
は
異
な
る
こ
と
、
ま
た
、
労
働
党
政
権
が
一
方
的
に
組
合
の
利
益
を
追

求
し
、
財
界
と
敵
対
的
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
を
和
ら
げ
る
こ
と
に
は
成
功
し
た
。
こ
う
し
て
最
初
の
大
き
な
仕
事
を
乗
り
切

っ
た
の
で
あ
る
（
＝
琶
①
這
o
。
仰
P
檜
マ
濾
“
日
留
詳
自
お
o。
o
。
欝
箸
』
合
l
O
）
。

　
こ
う
し
た
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
た
後
に
、
本
格
的
な
経
済
政
策
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
い
き
な
り
五
月
に
入
り

ホ
ー
ク
政
権
は
ソ
連
ス
パ
イ
問
題
に
直
面
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
ワ
ノ
フ
・
ソ
連
大
使
館
一
等
書
記
官
が
ソ
連
情
報
部
K
G
B
の
ス
パ
イ
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
、
ま
た
、
連
邦
議
会
の
ロ
ビ
イ
ス
ト
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
ク
ー
ム
（
U
睾
箆
O
。
。
旨
①
）
元
連
邦
労
働
党
書
記

長
が
イ
ワ
ノ
フ
と
親
し
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
四
月
に
ホ
ー
ク
政
権
は
労
働
党
議
員
に
対
し
て
ク
ー
ム
と
の
接
触
を

禁
止
し
た
が
、
そ
の
こ
と
が
議
会
で
問
題
視
さ
れ
た
こ
と
が
ぎ
っ
か
け
で
あ
る
．
ま
た
、
国
家
安
全
保
障
上
極
め
て
重
要
な
事
実
に
つ
い

て
、
ヤ
ン
グ
内
務
特
別
大
臣
が
友
人
に
不
注
意
に
も
漏
ら
し
て
い
た
と
い
う
事
実
も
判
明
し
た
た
め
．
野
党
か
ら
攻
撃
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

イ
ワ
ノ
フ
問
題
を
追
求
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
情
報
活
動
機
関
に
対
す
る
労
働
党
内
か
ら
の
批
判
も
加
わ
り
、
ホ
ー
ク
政
権
は
対

応
に
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
に
関
し
て
は
、
政
権
政
党
と
し
て
の
不
慣
れ
さ
も
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
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と
こ
ろ
で
、
当
時
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
の
間
に
、
一
九
七
互
平
の
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
首
相
罷
免
は
米
国
の
C
I
A
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
秘
密
情
報
機
関
（
A
S
1
0
）
が
ぐ
る
に
な
っ
て
起
こ
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
噂
が
あ
る
程
度
浸
透
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
ま
た
、

労
働
党
議
員
や
労
働
組
合
役
員
は
長
い
間
A
S
I
O
の
活
動
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
恨
み
も
あ
っ
た
．
そ
の
た
め
か
問
題

が
大
き
く
扱
わ
れ
た
．
さ
ら
に
、
事
実
調
査
段
階
に
お
い
て
ク
ー
ム
元
書
記
長
に
申
し
開
ぎ
を
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
、

い
く
ら
国
家
安
全
保
障
上
重
要
な
間
題
と
は
い
え
不
公
平
、
反
民
主
主
義
的
な
こ
と
で
あ
る
と
の
批
判
を
招
い
た
の
で
あ
る
．

　
結
局
、
王
立
調
査
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
で
批
判
を
一
応
回
避
す
る
と
と
も
に
、
七
月
に
は
ヤ
ン
グ
大
臣
の
辞
任
の
申
し
出
を
認
め

た
上
で
、
ホ
ー
ク
政
権
は
さ
ら
に
検
討
を
続
け
、
　
一
〇
月
に
こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
制
度
を
充
実
す
る
た
め
に
全
国
犯
罪
調
査
局

（
影
ぎ
冨
一
9
ぎ
①
＞
暮
げ
＆
姶
）
を
設
置
す
る
と
し
て
、
犯
罪
調
査
の
公
正
化
も
約
束
し
た
．
こ
の
問
題
は
、
最
終
的
に
は
一
二
月
に
同
委

員
会
が
、
ク
ー
ム
元
書
記
長
は
放
置
し
て
お
く
と
イ
ワ
ノ
フ
に
懐
柔
さ
れ
て
ス
パ
イ
活
動
に
引
ぎ
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
と
し
て
、

ホ
ー
ク
首
相
の
決
定
を
支
持
し
た
こ
と
や
、
ヤ
ン
グ
大
臣
の
行
為
は
と
く
に
安
全
保
障
に
と
り
さ
し
た
る
問
題
は
な
い
と
の
結
論
を
下
し

た
た
め
，
ホ
ー
ク
政
権
は
事
態
を
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（
＞
賠
田
一
。
。。
ω
ダ
箸
＆
置
ふ
“
固
q
畳
9
一
。
。。
ω
げ
も
b
る
9
－
。。
）
。

　
現
実
主
義
的
な
経
済
・
外
交
政
策
へ
の
動
き

　
こ
う
し
た
政
権
政
党
と
し
て
の
未
熟
さ
か
ら
生
じ
た
間
題
の
た
め
政
局
は
一
時
混
乱
し
た
が
、
ホ
ー
ク
政
権
は
一
九
八
五
年
五
月
に
ミ

ニ
予
算
（
補
正
予
算
案
）
を
発
表
し
て
、
と
り
あ
え
ず
の
イ
ン
フ
レ
、
失
業
対
策
を
明
ら
か
に
し
た
．
他
方
、
経
済
政
策
に
は
従
来
労
働
党

が
採
用
し
て
い
た
ケ
イ
ン
ズ
型
の
拡
大
予
算
か
ら
財
政
均
衡
・
緊
縮
、
小
さ
い
政
府
へ
の
移
行
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
な
兆
候
を
見
せ
始

め
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
に
よ
る
経
済
政
策
は
経
済
合
理
主
義
者
（
①
8
ぎ
巨
。
蚕
ぎ
轟
一
蓉
）
の
影
響
が
濃
い
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
以
前
の
労
働
党
予
算
と
は
異
な
る
側
面
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
．
と
く
に
七
〇
歳
以
上
の
老
齢
年
金
支
給
基
準
に
資
産

テ
ス
ト
を
導
入
す
る
こ
と
，
退
職
金
一
時
金
に
対
す
る
課
税
控
除
の
廃
止
，
私
的
健
康
保
険
へ
の
税
控
除
廃
止
、
利
子
収
入
一
、
○
○
○
ド
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ル
ま
で
の
税
控
除
廃
止
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
福
祉
面
で
の
財
政
削
減
を
労
働
党
で
さ
え
も
実
行
し
始
め
た
の
で
あ
る
（
卜
脂
国

一
〇
〇
。
ω
戸
箸
・
㎝
一
ω
1
倉
田
伍
Φ
詳
8
一
〇
〇。
ω
ダ
薯
・
ω
S
l
㎝
○
）
。

　
こ
う
し
た
傾
向
は
、
一
九
八
三
年
八
月
の
連
邦
予
算
案
に
も
見
ら
れ
た
（
O
巴
凝
導
お
。
。
豊
夢
島
。
。
－
。
）
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
動
き
は

先
の
経
済
サ
ミ
ヅ
ト
に
も
見
ら
れ
、
経
済
政
策
の
転
換
の
兆
候
は
否
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
（
の
。
＆
零
お
。
。
“
）
。
し
か
し
、
当
時
の
不

況
、
失
業
問
題
対
策
も
あ
り
急
激
な
緊
縮
予
算
を
と
る
わ
け
に
も
行
か
ず
、
失
業
手
当
て
の
増
加
、
若
者
の
教
育
レ
ベ
ル
向
上
を
目
的
と

し
て
こ
の
面
で
の
財
政
支
出
は
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
む
し
ろ
、
こ
の
時
期
に
は
伝
統
的
な
産
業
保
護
政
策
が
と
ら
れ
て
い
た
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
失
業
対
策
と
し
て
ホ
ー
ク
政
権
は
一
九
八
四
年
一
月
に
鉄
鋼
産
業
再
建
計
画
（
ω
§
＝
区
臣
げ
q
＝
き
）

を
提
出
し
た
．
こ
れ
は
政
府
が
鉄
鋼
産
業
独
占
企
業
B
H
P
社
に
対
し
て
財
政
、
税
制
上
の
援
助
を
与
え
る
代
わ
り
に
、
不
況
を
理
由
に

閉
鎖
し
た
工
場
を
再
開
し
て
職
を
労
働
者
に
供
給
す
る
と
と
も
に
、
企
業
の
合
理
化
を
進
め
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
政

府
援
助
の
も
と
B
H
P
社
は
五
億
ド
ル
の
設
備
投
資
を
実
施
し
、
雇
用
創
出
に
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
＞
賠
鵠
一
。
。
。
貴
層
漣
。。
“
固
含
婁
8

一
〇
〇
。
ω
o
｝
マ
ミ
ρ
≦
貰
言
吋
警
導
臼
幹
Φ
≦
貰
け
一
〇
〇
。
P
℃
●
嵩
一
）
。

　
し
か
し
、
補
正
予
算
を
発
表
し
た
同
じ
五
月
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
金
融
制
度
の
合
理
化
、
自
由
化
そ
し
て
国
際
化
へ
の
意
欲
を

明
ら
か
に
し
た
．
そ
れ
は
、
銀
行
と
他
の
非
銀
行
系
金
融
機
関
と
の
間
の
競
争
を
促
進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
外
国
銀
行
の
参
入
を
認
め
る

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
フ
レ
イ
ザ
i
政
権
が
す
で
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、
一
九
八
一
年
二
月
に
キ
ャ
ン
ベ
ル

報
告
書
を
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
。
八
三
年
一
月
に
ハ
ワ
ー
ド
蔵
相
が
、
一
〇
行
ほ
ど
の
外
国
銀
行
の
参
入
を
認
め
る
と
発
表
し
た
も
の
の
、

三
月
の
総
選
挙
に
敗
北
し
た
た
め
実
行
に
至
ら
な
か
っ
た
。
ホ
ー
ク
内
閣
は
、
五
月
に
マ
ー
チ
ン
委
員
会
を
設
置
し
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
報
告

書
を
改
め
て
検
討
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
．
こ
の
報
告
書
の
結
論
が
で
る
の
は
翌
年
の
二
月
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
前
に
大
き
な
決
定
が
キ
ー

テ
ィ
ン
グ
蔵
相
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
　
一
〇
月
に
実
施
予
定
が
発
表
さ
れ
、
　
一
二
月
一
二
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
ド
ル
の
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
で
あ
っ
た
。
変
動
相
場
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て
も
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
の
時
よ
り
議
論
さ
れ
て
い
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た
が
、
実
行
さ
れ
ず
労
働
党
の
仕
事
と
な
っ
た
の
で
あ
る
．
こ
う
し
て
．
労
働
党
に
よ
る
経
済
改
革
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
（
石
垣
　
一
九
八
五
）
。

　
ホ
ー
ク
労
働
党
政
権
の
経
済
・
産
業
改
革
の
動
き
は
一
般
に
マ
ク
・
経
済
改
革
（
暴
馨
－
Φ
8
ぎ
巨
。
轟
。
琶
ω
）
、
ミ
ク
ロ
経
済
改
革
（
邑
。
挙

①
8
ぎ
巨
。
冨
す
霧
）
の
二
つ
の
動
き
に
分
け
て
論
じ
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ク
政
権
第
一
期
、
第
二
期
前
半
に
は
、
為
替
自
由
化

を
手
始
め
と
し
て
マ
ク
・
経
済
改
革
が
実
施
さ
れ
た
．
マ
ク
・
経
済
改
革
の
動
き
は
、
一
九
八
四
年
に
は
、
四
月
の
政
府
証
券
取
引
の
自

由
化
、
非
銀
行
系
金
融
機
関
の
外
国
為
替
デ
ィ
ー
ラ
ー
業
務
へ
の
参
入
規
制
の
解
除
、
八
月
の
商
業
銀
行
、
貯
蓄
銀
行
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ト

バ
ン
ク
ヘ
の
各
種
規
制
の
解
除
と
新
業
務
の
認
定
が
行
わ
れ
、
金
融
市
場
の
解
放
、
自
由
化
が
行
わ
れ
た
．
そ
し
て
、
一
九
八
四
年
二
月

の
マ
ー
チ
ン
報
告
書
刊
行
以
後
党
内
で
の
議
論
が
進
み
、
六
月
の
労
働
党
大
会
に
お
い
て
外
国
銀
行
の
参
入
が
認
め
ら
れ
た
。
九
月
に
は
、

一
六
行
の
参
入
を
認
め
る
と
発
表
さ
れ
た
．
外
国
銀
行
の
リ
ス
ト
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
八
五
年
二
月
で
あ
り
、
日
本
か
ら
は
東
京
、

日
本
興
行
、
三
菱
の
各
銀
行
が
含
ま
れ
て
い
た
。
銀
行
数
は
マ
ー
チ
ン
委
員
会
の
勧
告
よ
り
も
多
か
っ
た
が
、
こ
れ
は
労
働
党
政
権
の
経

済
自
由
化
、
金
融
自
由
化
へ
の
高
い
意
欲
を
明
示
す
る
た
め
で
あ
っ
た
（
＞
賠
寓
一
。
。。
豊
醤
。
お
ω
ム
）
。

　
マ
ク
・
経
済
改
革
の
基
本
的
目
的
は
、
人
為
的
・
固
定
的
・
閉
鎖
的
金
融
制
度
を
自
由
・
競
争
・
解
放
的
制
度
に
変
え
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
金
融
力
の
強
化
を
行
う
と
と
も
に
、
企
業
の
金
融
環
境
を
自
由
化
し
、
資
本
調
達
を
容
易
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
．
そ
の
目
的

は
以
下
の
三
つ
に
あ
っ
た
（
石
垣
　
一
九
八
五
、
六
七
頁
）
。

　
（
一
）
　
銀
行
部
門
の
自
由
化
措
置

　
（
二
）
　
政
府
証
券
市
場
に
対
す
る
自
由
化
措
置

　
（
三
）
　
外
国
為
替
市
場
に
対
す
る
自
由
化
措
置

　
こ
の
よ
う
な
経
済
政
策
は
、
フ
レ
イ
ザ
ー
保
守
政
権
の
政
策
を
基
本
的
に
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
り
、
労
働
党
が
伝
統
的
に
維
持
し
て
き

た
と
思
わ
れ
る
社
会
主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
も
ち
ろ
ん
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ク
政
権
は
、
経
済
面
に
お
い
て
は
、
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自
動
車
産
業
、
繊
維
・
履
き
物
・
皮
革
産
業
の
関
税
保
護
の
削
減
問
題
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
と
り
組
む
こ
と
を
明
言
す
る
と
と
も
に
、

ウ
ラ
ニ
ウ
ム
鉱
山
開
発
と
輸
出
間
題
に
も
意
欲
を
見
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
前
者
の
関
税
保
護
縮
小
へ
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
四
年
二
月
に
ホ
ー
ク
首
相
が
極
東
ア
ジ
ア
訪
問
旅
行
中
、
滞
在
先
の
一
つ
で

あ
っ
た
日
本
に
お
い
て
八
五
年
か
ら
八
年
か
け
て
実
施
す
る
関
税
削
減
プ
ラ
ン
を
発
表
し
て
い
る
。
自
動
車
産
業
に
関
し
て
は
直
後
に
バ

ト
ン
大
臣
が
詳
細
を
発
表
し
て
お
り
、
バ
ト
ン
計
画
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
あ
る
．
こ
の
動
き
は
、
ホ
ー
ク
政
権
以
前
の
フ
レ

イ
ザ
ー
自
由
党
・
国
民
党
連
合
政
権
の
時
か
ら
見
ら
れ
た
が
、
ホ
ー
ク
政
権
は
、
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
自
動
車
、
繊
維
、
衣
料
、
履
き

物
産
業
の
異
常
に
高
い
保
護
関
税
を
是
正
す
る
動
き
に
で
た
の
で
あ
っ
た
（
こ
れ
ら
の
産
業
を
除
く
と
、
関
税
は
全
体
に
下
が
っ
て
い
た
）
。
な

お
、
自
動
車
に
関
す
る
バ
ト
ン
計
画
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

（（（（（五四　　一　 一　　＿　　　 一
　　一　一
）））））

　
極
東
ア
ジ
ア
訪
問
旅
行
中
、

労
働
者
の
再
教
育
と
職
業
転
換
援
助
に
つ
い
て
も
触
れ
、

ナ
ー
に
印
象
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

を
強
化
す
る
鉄
鋼
産
業
の
発
展
計
画
を
発
表
し
て
い
る
。

し
よ
う
と
し
た

　
さ
ら
に
、

自
動
車
会
社
数
を
二
な
い
し
三
に
集
約
す
る
。

そ
の
た
め
に
、
年
間
三
万
台
売
れ
な
い
車
に
対
し
て
は
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
す
。

そ
の
結
果
、
車
種
が
集
約
さ
れ
自
動
車
会
社
も
集
約
で
き
る
。

自
動
車
会
社
集
約
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
モ
デ
ル
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
（
同
じ
モ
デ
ル
を
二
社
以
上
で
発
売
す
る
）
。

関
税
自
体
を
徐
々
に
引
き
下
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ー
ク
首
相
は
新
技
術
の
導
入
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
発
展
、
産
業
の
輸
出
指
向
化
と
国
際
競
争
力
強
化
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
産
業
構
造
改
革
へ
の
意
欲
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
の
パ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ら
に
、
ホ
ー
ク
首
相
は
中
国
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
中
国
の
鉄
鋼
産
業
の
連
携

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
て
、
産
業
面
で
の
強
化
、
改
善
に
も
意
欲
を
見
せ
て
い
る
こ
と
を
強
調

　
　
（
＞
臼
℃
国
一
〇
〇
。
倉
窮
．
o。
8
為
“
＞
一
牙
a
一
〇
〇
。
“
一
箸
●
8
？
o。
）
。

　
外
交
面
で
は
一
九
八
三
年
七
月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
お
い
て
ホ
ー
ク
首
相
は
、
労
働
党
が
中
立
政
策
を
と
る
の
で
は
な
い
か
と
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い
う
噂
を
強
く
否
定
す
る
と
と
も
に
．
A
N
Z
U
S
同
盟
を
強
化
し
．
米
国
艦
船
の
寄
港
に
際
し
て
核
兵
器
装
備
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ

な
い
と
し
て
、
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
同
様
に
今
後
と
も
米
国
と
の
協
調
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
を
確
約
す
る
コ
、
・
・
ユ
ニ
ケ
に
調
印
し
た
．
一

九
八
四
年
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
労
働
党
が
成
立
し
、
非
核
政
策
を
採
用
し
て
米
国
艦
船
の
寄
港
拒
否
を
行
い
、
A
N
Z
U
S
同
盟
関

係
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
米
国
の
間
で
事
実
上
破
棄
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
に
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
米
国
と
の
A
N
Z
U
S
同
盟
を
堅

持
し
た
の
で
あ
る
．
こ
う
し
た
経
済
、
外
交
・
防
衛
政
策
は
、
か
つ
て
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
政
権
が
保
守
連
合
政
権
の
政
策
と
異
な
る
経
済
、

社
会
政
策
そ
し
て
反
米
国
的
な
外
交
政
策
を
と
り
、
社
会
に
急
激
な
変
化
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
失
敗
し
た
経
験
を
生
か
そ
う
と
す
る
と

と
も
に
、
ホ
ー
ク
自
身
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
性
格
と
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
官
僚
の
間
に
現
実
主
義
者
、
経
済
合
理
主
義
者
の
台
頭
を
反

映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
》
脂
閏
這
c。
費
箸
。
謡
？
ご
国
一
山
婁
3
這
。。
9
。
ダ
P
誤
。
二
。
。
。
倉
署
』
お
ム
…
9
昌
田
二
這
。
。
P
召
る
o。
）
。
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ホ
ー
ク
政
権
の
現
実
主
義
と
労
働
党
左
派
の
不
満

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
党
内
で
の
対
立
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
ホ
ー
ク
政
権
の
経
済
合
理
主
義
は
、
金
融
自
由
化
を
始
め
と

す
る
経
済
自
由
化
と
産
業
保
護
の
縮
小
だ
け
で
は
な
く
、
公
営
企
業
の
民
営
化
も
含
蓄
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
社
会
主
義
老
の
目
的

に
忠
実
で
あ
り
労
働
党
の
良
心
で
あ
ろ
う
と
し
、
労
働
者
、
弱
者
の
生
活
保
護
を
第
一
と
す
る
党
内
左
派
は
、
常
に
反
対
の
声
を
上
げ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
3
一
凝
導
這
。
。
貴
や
8
一
）
。
と
く
に
、
八
三
年
七
月
に
は
特
別
コ
ー
カ
ス
を
開
い
て
、
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
が

決
め
て
い
た
公
営
の
電
話
通
信
社
テ
レ
コ
ム
の
業
務
の
一
部
民
営
化
、
あ
る
い
は
電
話
通
信
産
業
へ
の
民
間
企
業
の
参
入
を
阻
止
す
る
こ

と
を
政
府
に
認
め
さ
せ
て
い
る
し
、
同
年
九
月
に
ヘ
イ
ド
ン
外
務
大
臣
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
ジ
ア
経
済
関
係
の
重
要
性
を
強
調
す
る

と
と
も
に
、
国
内
の
保
護
政
策
を
批
判
す
る
と
、
閣
内
、
　
コ
ー
カ
ス
内
で
保
護
・
産
業
助
成
削
減
反
対
の
声
が
高
ま
り
対
立
が
起
き
た

の
で
あ
る
（
》
『
℃
頃
一
。
o。
＆
博
箸
●
謡
O
山
）
。

　
ま
た
、
政
府
の
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
政
策
に
対
し
て
、
鉱
山
開
発
の
停
止
と
対
フ
ラ
ン
ス
輸
出
絶
対
反
対
を
唱
え
て
い
た
左
派
は
、
ホ
ー
ク
政
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権
成
立
時
よ
り
常
に
ホ
ー
ク
首
相
の
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
政
策
を
批
判
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
に
新
規
鉱
山
開
発
は
禁
止
す

る
が
、
既
成
鉱
山
の
開
発
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
と
す
る
政
府
決
定
が
だ
さ
れ
る
に
当
た
り
、
ま
す
ま
す
そ
の
対
立
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
左

派
の
ウ
エ
ス
ト
（
の
冨
墨
旨
≦
婁
）
移
民
大
臣
は
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
鉱
山
問
題
で
閣
議
決
定
に
反
対
し
た
た
め
、
閣
内
大
臣
か
ら
閣
外
大
臣
に

格
下
げ
さ
れ
た
．
こ
の
閣
議
決
定
は
、
後
の
コ
ー
カ
ス
に
お
い
て
五
五
対
四
六
で
支
持
さ
れ
た
が
、
右
派
主
導
の
経
済
改
革
や
経
済
開
発

路
線
を
進
め
よ
う
と
す
る
ホ
ー
ク
政
権
の
自
由
主
義
的
な
政
策
は
、
党
内
対
立
の
継
続
を
予
想
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
＞
弓
国
一
。
。
。
参
マ

N
お
“
日
q
o
辞
8
一
〇
〇。
倉
箸
」
8
i
一
〇
）
。

　
こ
う
し
た
党
内
対
立
は
、
党
内
右
派
と
左
派
の
対
立
と
い
う
形
で
生
じ
た
が
、
激
し
い
左
右
対
立
の
も
と
で
、
ど
ち
ら
の
陣
営
に
も
属

さ
ず
に
中
道
を
歩
ん
で
い
た
人
々
は
、
対
立
の
激
化
に
不
安
を
感
じ
始
め
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
四
年
二
月
に
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出

身
の
シ
ョ
ッ
ト
（
9
旨
ε
9
霞
の
魯
8
琶
議
員
が
、
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
、
西
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ら
の
議
員
に
呼

び
掛
け
て
、
中
間
左
派
（
o
窪
慧
冨
豊
を
仮
発
足
さ
せ
派
閥
の
旗
揚
げ
を
行
っ
た
。
派
閥
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
、
ヘ
ィ
ド
ン
元
野
党
り
ー
ダ

ー
が
な
っ
た
た
め
、
ホ
ー
ク
首
相
追
い
落
と
し
の
た
め
の
動
き
か
と
の
観
測
も
流
れ
た
が
、
ヘ
イ
ド
ン
外
務
大
臣
は
、
左
右
両
派
の
対
立

を
中
間
で
和
ら
げ
て
党
内
対
立
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
両
派
に
属
し
て
い
な
い
議
員
の
意
見
が
無
視

さ
れ
が
ち
に
な
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
議
員
の
意
見
を
集
約
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
結
成
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、

三
月
に
は
両
派
か
ら
理
解
を
得
て
コ
ー
カ
ス
の
場
で
中
間
左
派
を
正
式
に
発
足
さ
せ
た
。

　
こ
の
結
果
、
右
派
議
員
四
〇
名
、
左
派
議
員
三
五
名
に
対
し
二
五
名
の
中
間
左
派
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
．
こ
の
中
間
左
派
の
派
閥

と
し
て
の
誕
生
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
そ
れ
ま
で
緩
や
か
な
議
員
の
連
合
に
過
ぎ
な
か
っ
た
芹
派
（
の
8
琶
響
ぎ
豊
と
右
派
（
Z
豊
8
巴

空
讐
一
）
の
双
方
を
刺
激
し
た
。
両
派
も
、
議
員
の
所
属
を
明
確
に
し
組
織
的
に
も
連
帯
を
強
固
に
し
た
派
閥
の
形
成
を
促
す
こ
と
に
な
っ

た
．
こ
の
結
果
、
労
働
党
の
派
閥
組
織
の
形
成
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
エ
ー
ル
ズ
州
を
中
心
と
す
る
右
派
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
を
中
心
と
す

る
左
派
、
そ
し
て
そ
の
他
の
州
を
中
心
と
す
る
中
間
左
派
と
い
う
地
域
的
特
色
を
持
っ
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
う
し
た
派
閥
の
形
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成
に
よ
り
、
労
働
党
政
権
の
大
臣
構
成
も
派
閥
の
バ
ラ
ン
ス
が
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
だ
し
た
の
で
あ
る
（
》
賠
缶
お
Q
。
豊
p
8
コ

O
巴
ロ
鴇
昌
一
〇
〇
。
盆
u
署
。
8
0。
I
O
）
。

　
党
内
対
立
は
こ
う
し
た
派
閥
の
形
成
に
よ
り
紛
争
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
ホ
ー
ク
首
相
は
一
九
八
四
年
二
月
よ
り
メ
デ
ィ
ケ
ア

ー
（
国
民
健
康
保
険
制
度
）
を
実
施
し
た
り
、
ま
た
八
四
年
一
二
月
に
は
性
差
別
禁
止
法
を
成
立
さ
せ
る
な
ど
し
て
、
社
会
政
策
面
で
の
充
実

も
忘
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
首
相
人
気
は
高
ま
っ
て
い
っ
た
（
＞
す
a
お
。
。
倉
署
曽
ゲ
N
）
．
ま
た
、
一
九
八
四
年
の
三
月
か
ら
約
半
年

間
に
わ
た
リ
ブ
レ
イ
ニ
ー
・
メ
ル
ボ
ル
ン
大
学
歴
史
学
教
授
が
、
突
然
ア
ジ
ア
移
民
制
限
を
労
働
党
政
府
に
要
求
し
た
こ
と
に
よ
り
、
大

き
な
移
民
論
争
が
発
生
し
た
が
、
労
働
党
は
人
種
差
別
的
移
民
政
策
反
対
の
立
場
を
貫
き
通
し
た
．
党
内
左
派
は
失
業
増
大
に
対
し
て
移

住
者
の
制
限
を
要
求
し
て
い
た
も
の
の
、
特
定
の
人
種
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
制
限
は
行
き
過
ぎ
で
あ
る
と
し
て
、
ブ
レ
イ
ニ
i
批
判
を

繰
り
返
し
た
。
ホ
ー
ク
も
そ
の
立
場
を
堅
持
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
移
住
問
題
は
経
済
停
滞
と
と
も
に
後
に
大
き
な
問
題
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

て
い
っ
た
（
＞
『
℃
国
一
〇
〇
。
害
．
選
9
8
甲
5
0
騨
臣
鴇
口
お
o。
む
・
署
』
8
占
）
。

　
メ
デ
ィ
ケ
ア
ー
が
実
施
さ
れ
た
後
の
世
論
調
査
で
は
、
ホ
ー
ク
首
相
自
身
に
対
す
る
支
持
率
は
七
五
％
に
も
及
ぶ
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
う
し
た
国
民
的
人
気
と
右
派
と
中
間
左
派
を
背
景
に
、
コ
ー
カ
ス
．
党
員
一
般
の
間
に
根
強
い
左
派
支
持
者
の
反
対
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ホ
ー
ク
首
相
の
個
人
的
人
気
を
背
景
に
経
済
、
外
交
面
に
お
い
て
前
政
権
と
大
差
の
な
い
現
実
主
義
的

な
ホ
ー
ク
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
．
そ
し
て
、
無
事
第
一
期
政
権
を
全
う
し
た
の
で
あ
る
。

四
　
第
二
期
ホ
ー
ク
政
権
－
一
九
八
四
年
一
二
月
か
ら
一
九
八
七
年
七
月
ま
で

現
実
主
義
的
な
経
済
・
外
交
主
義
の
続
行

一
九
八
四
年
一
二
月
一
日
に
ホ
ー
ク
政
権
は
早
期
総
選
挙
に
打
っ
て
で
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
連
邦
議
会
は
下
院
の
場
合
に
は
三
年
が
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任
期
な
の
で
．
次
期
総
選
挙
実
施
は
一
九
八
五
年
後
半
か
ら
八
六
年
前
半
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
ホ
ー
ク
首
相
人
気
が
高
い
時
を
ね
ら

い
二
期
目
を
確
実
に
勝
ち
と
ろ
う
と
し
た
結
果
、
早
期
選
挙
と
な
っ
た
の
で
あ
る
．
し
か
し
、
ホ
ー
ク
首
相
の
個
人
的
人
気
が
高
か
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
政
党
支
持
率
に
お
い
て
も
労
働
党
が
リ
ー
ド
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
圧
倒
的
な
勝
利
を
収
め
る
も
の
と
多
く
の
人
々

が
期
待
し
て
い
た
が
、
結
果
は
大
方
の
予
想
を
裏
切
っ
て
ピ
ー
コ
ッ
ク
・
リ
ー
ダ
ー
の
率
い
る
野
党
連
合
が
健
闘
し
、
む
し
ろ
議
席
差
は

せ
ば
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
下
院
の
結
果
は
、
労
働
党
の
得
票
率
は
四
七
・
八
％
（
一
・
八
％
減
）
、
野
党
連
合
は
四
四
・
九
％
（
一
．
三
％
増
）

で
あ
り
、
議
席
は
労
働
党
八
四
、
野
党
連
合
六
三
議
席
と
な
っ
た
。
差
は
二
五
か
ら
二
二
に
縮
ま
っ
た
の
で
あ
る
．

　
と
こ
ろ
で
、
一
九
八
三
年
一
二
月
に
労
働
党
は
大
が
か
り
な
選
挙
法
改
正
を
行
い
、
連
邦
議
会
の
議
席
を
下
院
一
二
五
議
席
か
ら
一
四

八
議
席
に
増
加
し
、
上
院
は
各
州
か
ら
の
代
表
を
一
〇
名
か
ら
一
二
名
に
増
員
し
て
い
た
が
、
増
員
分
は
す
べ
て
労
働
党
が
獲
得
す
る
と

の
予
測
さ
え
あ
っ
た
（
北
部
特
別
地
域
、
Z
8
夢
①
醤
日
震
ユ
8
q
”
Z
目
と
首
都
特
別
地
域
＞
臣
貫
毘
舘
9
旨
普
目
零
噌
ぎ
蔓
“
卜
0
6
は
従
来
通
り

二
名
の
ま
ま
）
。
こ
の
改
正
の
理
由
は
、
前
回
の
大
き
な
改
正
時
の
一
九
三
四
年
以
来
人
口
が
増
大
し
て
、
一
選
挙
区
当
た
り
の
人
口
が
肥

大
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
っ
た
（
卜
賠
＝
お
・
。
貴
薯
●
謡
や
9
0
毘
蒔
導
這
o
。
翼
亭
晟
甲
刈
ω
）
。
一
九
三
四
年
選
挙
よ
り
下
院
の

議
席
は
一
二
一
名
と
な
っ
た
が
、
概
ね
二
一
五
前
後
の
議
席
で
議
会
は
運
営
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
は
、
上
院

選
挙
も
同
時
に
行
わ
れ
た
が
、
労
働
党
三
四
議
席
、
野
党
連
合
三
三
議
席
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
民
主
党
七
議
席
、
そ
の
他
二
議
席
と
な
り
、

引
き
続
き
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
民
主
党
が
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
握
る
こ
と
に
な
っ
た
（
即
琶
8
お
。。

㎝
）
。

　
選
挙
後
の
両
派
は
、
勝
っ
た
は
ず
の
ホ
ー
ク
首
相
の
方
が
意
気
消
沈
し
、
負
け
た
ピ
ー
コ
ッ
ク
の
方
が
意
気
揚
揚
と
し
て
い
た
と
さ
れ

る
。
ホ
ー
ク
首
相
お
よ
び
労
働
党
幹
部
は
、
圧
倒
的
な
個
人
的
人
気
か
ら
議
席
差
の
拡
大
は
確
実
と
見
て
い
た
の
に
そ
の
逆
の
結
果
と
な

り
、
圧
倒
的
な
劣
勢
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
て
い
た
野
党
連
合
が
多
少
と
も
議
席
差
を
詰
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
労
働
党
に
と
っ
て
大
き
な

誤
算
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
．
結
局
、
こ
う
し
た
結
果
は
、
ホ
ー
ク
人
気
に
依
存
し
過
ぎ
て
選
挙
運
動
が
十
分
な
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
、

ま
た
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
野
党
連
合
リ
ー
ダ
ー
と
の
テ
レ
ビ
討
論
に
お
い
て
ホ
ー
ク
首
相
が
劣
勢
に
立
ち
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
株
が
上
が
り
、
野
党
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の
選
挙
運
動
に
弾
み
が
っ
い
た
こ
と
．
さ
ら
に
、
あ
ま
り
労
働
党
は
気
が
っ
か
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
労
働
党
が
導
入
を
予
定
し
て

い
た
遺
産
相
続
税
、
贈
与
税
、
資
本
利
子
税
（
O
昌
詳
巴
9
富
円
轟
）
、
富
裕
者
税
（
≦
Φ
巴
些
弓
畏
）
に
対
す
る
批
判
が
根
強
か
っ
た
こ
と

も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
の
上
に
、
世
論
調
査
そ
の
も
の
の
精
度
が
八
四
年
に
限
り
大
き
く
は
ず
れ
た
の
で
あ
る
．
世
論
調
査
会
社
は
こ
の

後
に
精
度
向
上
の
た
め
の
様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
た
が
、
こ
の
時
は
ホ
ー
ク
首
相
、
労
働
党
支
持
率
を
高
目
に
読
み
違
え
た
上
に
、
選
挙

前
一
週
間
の
野
党
連
合
の
追
込
み
を
十
分
把
捉
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．
そ
の
後
、
多
く
の
世
論
調
査
は
選
挙
直
前
に
な
る
と
二
、
三

日
お
き
に
結
果
を
発
表
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
》
賠
国
這
。
。
翼
箸
』
8
山
“
Q
毘
凝
き
お
。
。
劉
唇
一
ミ
ー
①
N
）
．

　
こ
う
し
て
選
挙
上
の
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
と
も
か
く
も
第
二
期
目
を
勝
ち
と
っ
た
労
働
党
は
、
ホ
ー
ク
首
相
の
も
と
引
き
続
き

政
権
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
ホ
ー
ク
政
権
は
前
期
に
引
き
続
い
て
マ
ク
ロ
経
済
改
革
を
続
け
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
の
合
理
化
、

国
際
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
外
交
面
に
お
い
て
も
対
米
協
調
政
策
を
維
持
し
た
．
こ
れ
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
A
N
Z
U
S
同
盟
を

維
持
す
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
五
年
一
月
に
は
米
国
の
M
X
、
・
・
サ
イ
ル
実
験
に
協
力
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
こ
れ
は
、
米
国
の
M
X
ミ
サ
イ
ル
監
視
用
の
飛
行
機
に
燃
料
を
補
給
す
る
と
い
う
些
細
な
仕
事
で
は
あ
っ
た
が
、
「
同
盟
国
と

し
て
は
当
然
の
こ
と
」
と
い
う
ビ
ー
ズ
リ
ー
防
衛
大
臣
の
発
言
に
反
発
し
た
左
派
の
攻
撃
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。
結
局
、
ホ
ー
ク
は
協
力

し
な
い
と
左
派
に
約
束
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
事
態
を
察
し
た
米
国
政
府
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
協
力
を
強
制
は
し
な
い
と
理
解
を
示

し
た
こ
と
か
ら
間
題
は
一
件
落
着
し
た
が
、
党
内
左
派
の
反
対
に
よ
り
政
府
決
定
が
覆
さ
れ
た
こ
と
は
ホ
ー
ク
政
権
で
は
初
め
て
の
こ
と

で
あ
っ
た
（
＞
弓
頃
一
。
。
。
㎝
び
も
」
8
。
こ
の
問
題
は
、
ホ
ー
ク
の
現
実
主
義
、
米
国
協
調
外
交
が
本
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、

党
内
左
派
は
反
米
国
政
策
が
強
い
こ
と
、
ま
た
．
外
交
面
だ
け
で
は
な
く
、
経
済
政
策
面
で
の
ホ
ー
ク
批
判
の
立
場
を
緩
め
な
い
で
、
第

二
期
ホ
ー
ク
政
権
も
左
派
と
右
派
と
の
調
整
で
苦
労
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
す
る
事
件
で
あ
っ
た
．

　
と
こ
ろ
で
、
金
融
改
革
の
面
で
は
、
銀
行
と
非
銀
行
系
金
融
機
関
に
対
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
金
利
に
対
す
る
制
限
を
取
り
払
う
こ
と

が
本
格
的
に
進
め
ら
れ
た
．
既
に
一
九
八
四
年
八
月
に
は
小
切
手
勘
定
に
対
す
る
付
利
禁
止
条
項
が
取
り
除
か
れ
て
い
た
が
、
一
九
八
五
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年
四
月
に
は
少
額
持
ち
家
住
宅
・
ー
ン
以
外
の
預
金
利
子
制
限
が
取
り
払
わ
れ
た
（
寂
募
這
。。
。
も
る
。
。
）
。
そ
し
て
、
そ
の
住
宅
・
ー
ン
に

対
す
る
利
子
率
制
限
も
一
九
八
六
年
四
月
に
は
廃
止
さ
れ
た
．
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
銀
行
が
非
銀
行
系
金
融
機
関
に
比
べ
不
利
な
利
子

制
限
を
受
け
な
く
な
り
、
金
融
市
場
に
お
け
る
競
争
は
激
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
、
銀
行
は
大
口
顧
客
，
中
小
非
銀
行
系

金
融
機
関
は
中
小
顧
客
と
い
う
分
業
体
制
に
な
っ
て
い
た
が
、
こ
う
し
た
垣
根
が
取
り
払
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
利
子
自
由
化
も
一
九

八
○
年
に
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
の
も
と
で
開
始
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
が
そ
の
動
き
を
引
取
り
加
速
さ
せ
た
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
石
垣
　
一
九
九
〇
a
）
。

　
第
二
期
ホ
ー
ク
政
権
の
目
玉
は
、
こ
の
マ
ク
・
経
済
改
革
の
流
れ
に
沿
っ
た
税
制
改
革
で
あ
っ
た
。
税
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
八
五
年

三
月
に
入
る
と
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
が
一
二
・
五
％
の
消
費
税
導
入
の
用
意
が
あ
る
と
コ
ー
カ
ス
の
経
済
委
員
会
に
対
し
て
明
ら
か
に
し

た
。
こ
れ
は
、
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
が
既
に
税
制
改
革
を
行
い
、
直
接
税
か
ら
間
接
税
へ
と
転
換
し
、
直
接
税
の
比
率
を
低
め
て
い
く
と
い

う
方
針
を
と
り
だ
し
て
い
た
が
、
そ
れ
と
機
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
＞
賠
鍔
お
。
。
㎝
げ
も
・
お
q
）
．
し
か
し
、
消
費
税
に
つ
い
て
は
閣

議
で
議
論
さ
れ
ホ
ー
ク
首
相
も
賛
成
し
た
も
の
の
、
直
接
税
に
お
け
る
累
進
課
税
は
労
働
党
の
伝
統
的
課
税
政
策
で
あ
り
、
直
接
税
の
課

税
率
を
下
げ
、
間
接
税
に
重
心
を
お
く
よ
う
な
税
改
革
は
労
働
者
階
級
、
貧
困
層
に
と
り
大
い
に
不
利
で
あ
る
と
し
て
、
コ
ー
カ
ス
お
よ

び
党
支
持
者
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
大
変
難
し
か
っ
た
。
実
際
、
党
内
の
中
間
左
派
と
左
派
、
党
の
支
持
母
体
で
あ
る
A
C
T
U
、
社
会

福
祉
団
体
か
ら
の
反
対
は
大
き
く
、
六
月
に
は
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
が
、
消
費
税
導
入
な
し
の
税
制
改
革
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
ほ
ど
で

あ
っ
た
（
＞
『
℃
自
お
o
。
留
｝
マ
鴇
ω
）
。

　
し
か
し
、
政
府
財
政
支
出
の
緊
縮
と
赤
字
の
減
少
、
直
接
税
軽
減
に
よ
る
経
済
活
動
の
活
発
化
を
ね
ら
う
蔵
相
は
、
七
月
の
税
制
サ
ミ

ッ
ト
に
期
待
を
か
け
て
消
費
税
問
題
を
討
議
す
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
サ
、
・
・
ッ
ト
は
、
ホ
ー
ク
政
権
誕
生
直
後
の
全
国
経
済
サ

ミ
ッ
ト
を
始
め
と
す
る
合
意
政
治
路
線
に
従
っ
た
も
の
で
、
一
九
八
四
年
に
は
科
学
・
技
術
サ
、
・
・
ッ
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
た
．
税
制
サ
ミ

ッ
ト
は
七
月
一
日
よ
り
五
日
ま
で
開
か
れ
た
が
、
既
に
六
月
四
日
に
税
制
白
書
が
公
刊
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
示
さ
れ
た
三
つ
の
選
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（図3）オーストラリアの失業とインフレ（1976－1987年）
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択
肢
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
．
選
択
肢
A
は

消
費
税
を
と
も
な
わ
な
い
税
制
改
革
、
選
択
肢
B
は
消
費
税

五
％
を
と
も
な
う
税
制
改
革
で
直
接
税
の
割
合
を
少
し
下
げ

る
も
の
、
選
択
肢
C
は
消
費
税
一
二
・
五
％
を
と
も
な
う
税

制
改
革
で
、
直
接
税
の
課
税
率
を
大
幅
に
下
げ
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
選
択
肢
C
が
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
と
ホ
ー
ク

首
相
の
支
持
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
提
案
が
示
さ
れ

る
と
議
場
は
大
き
く
混
乱
し
A
C
T
U
、
福
祉
団
体
、
経
営

者
団
体
、
州
労
働
党
政
府
か
ら
の
反
対
が
強
ま
っ
た
．
こ
の

結
果
、
ホ
ー
ク
首
相
は
最
後
に
は
消
費
税
導
入
を
諦
め
る
と

し
て
、
サ
ミ
ッ
ト
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
＞
賠
自

一
〇
〇。
㎝
ダ
マ
お
①
）
。

　
こ
の
税
制
サ
ミ
ッ
ト
は
、
ホ
ー
ク
首
相
の
求
め
た
合
意
で

は
な
く
、
む
し
ろ
対
立
を
助
長
し
て
し
ま
っ
た
と
評
さ
れ
た
。

こ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
結
果
、
実
際
に
労
働
党
へ
の
支
持
率
は
急

落
し
、
労
働
党
支
持
率
は
四
一
％
に
対
し
て
、
野
党
連
合
の

支
持
率
は
四
七
％
と
な
り
、
そ
の
時
点
で
選
挙
が
あ
れ
ば
労

働
党
は
破
れ
る
と
ま
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
に
懲
り
た
労
働
党
は
、
後
に
財
界
や
野
党
連
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合
が
消
費
税
導
入
を
叫
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
も
、
消
費
税
導
入
を
拒
否
す
る
立
場
に
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
税
制
改
革
は
消
費
税

以
外
の
間
接
税
の
導
入
と
直
接
税
課
税
率
の
削
減
を
す
る
と
い
う
方
針
を
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
．
こ
う
し
た
間
接
税
の
導
入

に
ょ
り
税
体
系
が
複
雑
化
し
て
し
ま
い
、
野
党
か
ら
の
批
判
の
対
象
と
な
る
と
と
も
に
、
企
業
か
ら
も
批
判
さ
れ
る
羽
目
に
な
る
の
で
あ

る
（
＞
筒
℃
国
一
〇
〇
。
①
勲
マ
ま
曾
Ω
毘
蒔
導
お
o。
㎝
。
”
箸
．
お
？
ω
）
。

　
双
子
の
赤
字
と
緊
縮
財
政
政
策
へ
の
転
換

　
さ
ら
に
、
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
ホ
ー
ク
政
権
の
経
済
政
策
は
大
き
く
変
化
し
た
。
当
初
、
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
時
の
大
量
失
業
、
高

イ
γ
フ
レ
問
題
が
残
さ
れ
て
い
た
た
め
、
当
座
の
対
策
と
し
て
産
業
助
成
策
（
鉄
鋼
産
業
助
成
な
ど
）
や
失
業
対
策
費
が
増
加
し
た
．
し
か

し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
問
題
は
次
第
に
解
消
さ
れ
て
き
た
た
め
に
（
図
三
）
、
徐
々
に
増
大
し
始
め
た
対
外
債
務
、
財
政
赤
字
の
双
子
の
赤

字
問
題
対
策
に
注
意
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
く
に
、
政
府
財
政
支
出
の
増
加
に
対
す
る
懸
念
は
一
九
八
四
年
頃
か
ら
広
が
っ

て
お
り
、
ホ
ー
ク
政
権
と
し
て
は
先
の
総
選
挙
期
間
中
に
経
済
改
革
三
大
公
約
（
§
ぎ
且
。
鼠
一
。
鶏
9
窟
。
巨
罷
）
を
発
表
し
た
。
そ
れ

ら
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
（
評
募
這
o
。
P
署
・
o。
o。
占
）
。

　
（
一
）
　
G
D
P
に
占
め
る
税
収
割
合
を
、
一
九
八
五
／
八
六
会
計
年
度
か
ら
今
期
政
権
担
当
期
間
中
は
増
加
さ
せ
な
い
．

　
（
二
）
G
D
P
に
占
め
る
政
府
財
政
支
出
割
合
を
、
一
九
八
五
／
八
六
会
計
年
度
か
ら
今
期
政
権
担
当
期
間
中
は
増
加
さ
せ
な
い
．

　
（
三
）
　
G
D
P
に
占
め
る
財
政
赤
字
割
合
を
、
一
九
八
五
／
八
六
会
計
年
度
か
ら
今
期
政
権
担
当
期
間
中
は
増
加
さ
せ
な
い
。

　
こ
の
約
束
の
う
ち
後
二
者
に
っ
い
て
は
守
ら
れ
た
が
、
最
初
の
も
の
は
守
ら
れ
な
か
っ
た
．
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
や
人
々
の
関

心
が
移
動
し
始
め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
っ
た
．
対
外
債
務
増
加
は
、
金
融
自
由
化
と
国
際
化
に
よ
り
日
本
を
中
心
と
し
た
外
資
が
急
激
に
流

入
し
た
結
果
で
も
あ
っ
た
が
、
ホ
ー
ク
政
権
の
輸
出
産
業
振
興
策
が
あ
ま
り
効
果
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
結
果
で
も
あ
る
（
石
垣
　
一
九
九

〇
b
、
八
九
i
九
二
頁
）
．
そ
の
た
め
、
一
九
八
五
年
五
月
の
補
正
予
算
で
は
防
衛
費
、
失
業
対
策
費
を
中
心
に
財
政
支
出
約
二
一
億
六
千
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（図4）　オーストラリアの対外債務（対GDP割合）
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引用’Clark1991，第26図．

万
ド
ル
の
削
減
を
約
束
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
公
共
事

業
費
の
削
減
、
行
政
改
革
・
合
理
化
、
社
会
福
祉
手
当
て

の
削
減
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
こ
の
補
正
予
算
は
、

そ
の
後
の
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
緊
縮
財
政
の
第
一
歩
を
示
す
も

の
で
あ
っ
た
（
＞
㍉
℃
団
一
〇
〇
。
9
唇
。
ミ
？
曽
O
箪
一
蒔
導
這
o。
q
ダ

薯
’
お
U
I
①
）
。

　
そ
し
て
、
財
政
赤
字
対
策
を
ま
ず
第
一
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
し
た
緊
縮
財
政
政
策
が
、
一
九
八
五
／
八
六
会
計
年
度

予
算
以
降
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
．
こ
れ
は
、
一
九

八
七
／
八
八
会
計
年
度
予
算
で
政
府
財
政
支
出
は
黒
字
に

な
る
こ
と
で
実
現
し
た
が
、
福
祉
手
当
て
の
支
出
削
減
と

手
当
て
支
出
に
対
し
て
資
産
テ
ス
ト
の
導
入
の
強
化
は
、

緊
急
性
原
理
助
成
策
（
葛
①
駐
げ
器
a
器
器
貫
琴
Φ
）
の
導
入

で
あ
り
、
支
出
対
象
の
厳
選
化
で
あ
り
、
無
目
的
な
削
減

で
は
な
く
弱
者
保
護
を
十
分
考
え
た
も
の
と
し
て
、
ホ
ー

ク
首
相
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
た
（
O
巴
凝
き
お
。
。
9
薯
●

き
。
。
山
一
）
．
こ
の
結
果
、
貧
困
層
の
経
済
状
況
は
相
対
的
に

中
間
層
に
比
べ
改
善
度
が
高
く
な
る
と
評
価
さ
れ
た
が
、

福
祉
予
算
削
減
そ
の
も
の
は
多
く
の
批
判
を
呼
ぶ
こ
と
に
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な
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
外
債
務
は
そ
の
後
も
上
昇
し
、
一
九
八
六
年
初
頭
か
ら
の
第
一
次
参
品
輸
出
価
格

の
急
落
も
あ
っ
て
輸
出
が
振
る
わ
ず
、
一
九
八
六
年
前
半
に
は
対
外
債
務
が
G
D
P
の
二
〇
％
を
越
え
る
ほ
ど
に
ま
で
膨
れ
上
が
り
（
図

四
）
、
対
外
債
務
問
題
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
政
治
の
中
心
的
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
な
り
始
め
た
の
で
あ
る
（
＞
賠
自
お
c。
①
”
も
』
量
．

　
そ
し
て
、
一
九
八
六
年
四
月
に
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
対
外
債
務
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
韓
国
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
ヴ
ェ
ネ
ゼ
エ
ラ
、
ソ
連
に
続
い
て
第
七
位
（
G
D
P
の
二
五
％
）
に
な
っ
た
と
し
て
、
経
済
政
策
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
対
外
債
務
と

財
政
赤
字
対
策
に
お
く
と
改
め
て
強
調
し
た
．
そ
れ
は
、
そ
の
頃
に
な
る
と
一
般
労
働
者
や
党
内
左
派
を
中
心
に
社
会
福
祉
予
算
削
減
反

対
、
労
働
者
実
質
賃
金
の
抑
制
（
低
下
）
阻
止
の
た
め
の
ア
コ
ー
ド
反
対
の
声
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
経
済
政
策
の
変
更
要
求
が
強
ま
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
三
月
に
は
ホ
ー
ク
首
相
は
輸
入
抑
制
の
た
め
に
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
が
高
金
利
政
策
を
実
施
し
て
い
る
最
中

に
、
党
内
左
派
の
要
求
に
よ
り
八
五
年
一
一
月
に
決
定
し
た
住
宅
ロ
ー
ン
の
利
子
率
の
上
限
を
一
三
・
五
％
と
す
る
政
策
を
維
持
す
る
と

約
束
さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
》
賠
国
這
o。
9
箸
」
田
－
。
）
。

　
こ
の
約
束
は
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
の
反
対
で
四
月
に
翻
っ
た
た
め
、
党
内
左
派
と
中
間
左
派
の
反
対
は
そ
の
後
も
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
五
月
に
補
正
予
算
を
発
表
し
た
後
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
は
、
こ
う
し
た
左
派
を
中
心
と
し
た
批
判
を
過
度
に
意
識
し
て
、

な
に
も
せ
ず
こ
の
ま
ま
対
外
債
務
や
財
政
赤
字
を
放
置
し
て
お
い
て
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
財
政
状
況
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
そ
の
結
果
、

生
活
水
準
は
低
下
し
、
経
済
に
対
す
る
信
用
も
下
降
し
て
第
三
世
界
並
の
経
済
に
落
ち
ぶ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
南
ア
メ
リ
カ
諸
国
の

よ
う
な
「
バ
ナ
ナ
共
和
国
」
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
論
じ
て
物
議
を
醸
し
だ
し
た
の
で
あ
る
．
こ
の
発
言
は
五

月
一
四
口
に
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
毎
年
こ
の
日
に
な
る
と
新
聞
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
で
パ
ナ
ナ
共
和
国
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
こ
の
発
言
を
し
ら
な
い
者
は
い
な
い
ほ
ど
に
な
っ
た
（
＞
賠
国
一
。
c。
。
げ
も
P
ま
早
。
。
“
》
鼠
霧
お
。。
9
づ
P
ω
8
為
）
．

　
し
か
し
、
こ
の
発
言
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
発
言
直
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ド
ル
の
価
値
低
下
、
株

式
市
場
の
急
落
、
そ
し
て
九
月
に
は
国
際
的
な
経
済
信
用
度
は
A
A
A
か
ら
A
A
1
に
落
と
さ
れ
る
と
い
う
お
ま
け
が
つ
い
た
．
こ
の
発
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（図5）豪ドルの為替レート（1981年3月期＝100）
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言
は
経
済
自
由
化
、
国
際
競
争
力
強
化
、
輸
出
産
業
指
向

化
の
た
め
の
経
済
合
理
化
を
目
指
す
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相

の
政
策
へ
の
党
内
外
か
ら
の
批
判
に
対
す
る
不
満
の
爆
発

で
あ
っ
た
が
、
一
九
八
四
年
の
最
も
優
れ
た
蔵
相
と
し
て

英
国
の
経
済
誌
「
ユ
ー
ロ
マ
ネ
ー
」
か
ら
表
彰
さ
れ
た
こ

と
の
あ
る
蔵
相
と
し
て
自
尊
心
が
傷
つ
け
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
は
批
判
に
負
け
る
こ
と

な
く
、
一
九
八
六
／
八
七
会
計
年
度
に
お
い
て
さ
ら
に
一

層
の
緊
縮
財
政
を
進
め
、
実
質
伸
び
率
を
ゼ
・
に
す
る
と

い
う
思
い
切
っ
た
予
算
案
を
予
定
し
た
．
そ
の
た
め
、
六

月
に
は
ホ
ー
ク
首
相
が
国
民
へ
の
声
明
を
発
表
し
て
、
経

済
問
題
の
緊
急
性
を
国
民
に
説
く
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
七
月
の
労
働
党
大
会
に
お
い
て
も
経
済
政
策
を
め

ぐ
り
政
府
は
説
明
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ
た
（
＞
賠
出

這
o。
ぎ
）
b
・
一
〇
卜
o
）
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
七
月
の
大
会
に
お
い
て
、
バ
ー
ク
西

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
相
が
企
業
の
労
務
費
軽
減
の
た
め
、

一
九
七
二
年
に
導
入
さ
れ
た
休
暇
特
別
手
当
（
休
暇
中
の
労

働
者
に
対
し
て
一
七
・
五
％
の
賃
金
相
当
額
を
追
加
支
給
す
る
）
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を
見
直
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
廃
止
す
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
を
提
出
し
、
な
お
か
つ
ホ
ー
ク
首
相
も
そ
れ
に
同
調
し
た
発
言
を
し
た
こ

と
か
ら
大
会
が
大
き
く
動
揺
し
左
派
の
政
府
批
判
は
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
．
大
会
終
了
の
翌
日
（
七
月
一
二
日
）
に
は
、
同
問
題
を
め
ぐ
り

約
一
万
人
の
連
邦
公
務
員
が
半
日
ス
ト
ラ
イ
キ
を
実
施
す
る
と
い
う
副
産
物
が
生
じ
た
た
め
、
労
使
関
係
大
臣
が
特
別
休
暇
手
当
て
問
題

に
っ
い
て
は
保
留
す
る
と
し
て
労
働
者
を
な
だ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
（
＞
弓
国
一
。
。。
①
げ
も
。
＆
。
二
。
。
。
ダ
P
さ
・
）
．
他
方
、
一
九
八
五
年
後

半
か
ら
下
が
り
始
め
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ド
ル
が
八
六
年
に
急
激
に
低
下
し
た
こ
と
か
ら
、
ま
す
ま
す
経
済
の
緊
縮
化
が
必
要
に
な
っ

た
（
図
五
）
。
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ド
ル
の
価
値
低
下
は
輸
入
を
抑
え
輸
出
を
促
進
す
る
と
し
て
、
い
ず
れ
は
貿

易
赤
字
が
縮
小
す
る
と
い
う
J
カ
ー
ブ
論
を
持
ち
だ
し
（
評
岳
お
o
。
。
も
ヒ
ω
）
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ド
ル
の
急
落
を
正
当
化
す
る
と
と
も

に
、
輸
入
削
減
の
た
め
の
高
金
利
政
策
と
緊
縮
財
政
の
必
要
性
を
訴
え
、
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
パ
ー
テ
ィ
ー
は
終
わ
っ
た
。
今
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
は
大
幅
に
国
民
収
入
を
失
っ
て
い
る
」
と
警
告
を
発
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
＞
賠
頃
一
。
。。
ダ
b
し
。
。
）
。

　
八
月
の
予
算
案
で
は
、
間
接
税
の
大
幅
な
値
上
げ
や
課
税
対
象
の
拡
大
、
対
外
援
助
費
の
初
め
て
の
減
少
に
加
え
、
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権

に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
多
文
化
教
育
予
算
の
抹
消
や
、
大
学
入
学
者
か
ら
事
務
経
費
と
い
う
名
目
で
授
業
料
を
二
五
〇
ド
ル
徴
収
す
る
と

い
う
決
定
な
ど
も
含
ま
れ
て
お
り
、
移
民
、
難
民
移
住
者
や
学
生
か
ら
の
反
発
を
買
っ
た
。
実
際
、
こ
の
予
算
案
は
過
去
五
〇
年
の
間
で

最
も
厳
し
い
も
の
で
あ
る
と
の
コ
メ
ン
ト
が
な
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
§
§
§
硫
§
9
遷
ω
聲
ド
這
。
。
①
）
．
さ
ら
に
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ

蔵
相
は
、
左
派
や
一
般
労
働
者
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
コ
ー
ド
を
継
続
す
る
と
し
て
、
九
月
に
は
A
C
T
U
と
の
間
に
第
二
次
ア

コ
ー
ド
を
締
結
し
、
一
一
月
の
全
国
賃
金
ケ
ー
ス
に
提
出
し
て
賃
金
抑
制
政
策
を
継
続
す
る
姿
勢
を
貫
い
た
の
で
あ
る
（
評
茸
愛
お
。。
8

等
。
。
一
山
）
。
さ
ら
に
、
一
〇
月
に
な
る
と
ホ
ー
ク
政
権
は
七
月
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
、
対
外
債
務
の
解
消
の
た
め
と
称
し
て
党
全
国
執

行
部
会
議
に
お
い
て
、
遂
に
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
対
フ
ラ
ン
ス
輸
出
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
党
内
左
派
は
猛
烈
に
反
対

し
た
が
、
中
間
左
派
の
執
行
委
員
が
賛
成
に
回
り
輸
出
決
定
が
支
持
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
党
内
に
お
い
て
は
、
右
派
と
同
派
を
支
持
す
る

中
間
左
派
の
経
済
合
理
主
義
と
開
発
主
義
が
優
位
に
立
っ
た
の
で
あ
る
（
｝
結
山
這
。
。
蚕
暑
」
9
山
）
．
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し
か
し
、
他
方
で
労
働
党
は
一
九
八
三
年
に
、
タ
ス
マ
ニ
ア
の
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
ダ
ム
建
設
を
推
進
す
る
州
政
府
と
環
境
保
護
派
の
反
対

運
動
に
介
入
し
て
環
境
保
護
派
に
勝
利
を
も
た
ら
し
て
以
来
、
大
ぎ
な
環
境
保
護
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
一
九
八
六
年

頃
か
ら
大
陸
北
部
の
熱
帯
雨
林
や
自
然
保
護
と
鉱
山
開
発
政
策
と
の
衝
突
、
タ
ス
マ
ニ
ア
や
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
南
東
部
の
森
林

伐
採
反
対
運
動
に
直
面
し
始
め
て
い
た
。
既
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
タ
ス
マ
ニ
ア
を
中
心
と
し
た
野
生
保
護
協
会
、
全
国
組
織
の
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
環
境
保
護
基
金
（
A
C
F
）
と
い
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
団
体
の
他
に
、
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
の
支
部
や
地
球
の
友
協

会
の
支
部
が
で
き
て
お
り
、
環
境
保
護
運
動
が
隆
盛
期
を
迎
え
始
め
て
い
た
の
で
あ
る
（
＞
賠
田
一
。
。。
ダ
づ
」
・
㎝
）
．

　
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
経
済
開
発
至
上
主
義
、
政
府
規
制
の
徹
底
排
除
、
労
使
関
係
に
お
け
る
自
由
な
団
体
交
渉
制
度
の
実
施
を
求
め

る
新
右
派
（
乞
薯
霊
。
q
窪
の
）
と
も
対
峠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
経
済
政
策
と
労
使
関
係
政
策
に
お
い
て
自
由
主
義
を
標
榜
す
る
も

の
で
あ
り
、
自
由
党
の
右
派
（
ド
ラ
イ
派
）
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
共
通
点
が
あ
る
も
の
の
、
む
し
ろ
そ
の
ラ
ジ
カ
ル
な
主
張
は
一
部
の

自
由
党
議
員
の
反
発
を
買
う
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
　
一
九
八
六
年
二
月
に
、
H
・
R
・
ニ
コ
ル
ス
協
会
（
串
零

Z
喜
。
房
ω
。
号
蔓
）
を
結
成
し
、
対
立
的
な
労
使
関
係
政
策
を
展
開
し
、
一
九
八
六
年
か
ら
八
七
年
に
か
け
て
大
き
な
労
働
争
議
を
引
き
起

こ
し
た
．
そ
の
年
の
六
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
自
由
主
義
企
業
財
団
（
＞
羨
貫
』
導
牢
8
国
暮
①
壱
駐
Φ
閲
。
暮
9
け
言
）
も
成
立
し
て
、
労

使
関
係
の
分
権
化
、
自
由
化
、
反
強
制
調
停
・
仲
裁
制
度
を
唱
え
る
経
営
者
の
運
動
が
高
ま
り
一
九
八
六
年
の
労
働
争
議
に
大
き
く
影
響

し
た
の
で
あ
る
．
こ
う
し
て
、
急
進
主
義
的
な
経
営
者
と
労
働
組
合
、
環
境
保
護
派
の
対
立
が
目
立
ち
始
め
た
の
で
あ
る
（
国
睾
目
き

一
〇
〇
。
8
慧
’
o。
早
」
ω
誉
冨
の
お
。
。
9
薯
」
虹
－
9
関
根
　
一
九
九
一
、
一
七
一
－
二
頁
）
。

　
ホ
ー
ク
首
相
は
、
急
進
的
新
右
派
経
営
者
と
は
労
働
組
合
と
連
携
し
て
敵
対
す
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
実
際
、
こ
の
経
営
者
右
派
と
の

対
立
で
は
ま
っ
た
く
合
意
形
成
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ス
タ
イ
ル
は
と
ら
な
か
っ
た
が
（
包
暑
目
導
一
。
。。
刈
も
。
。。
。

。
）
、
環
境
保
護
派
と
の

間
に
は
選
挙
協
力
の
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
閣
内
、
コ
ー
カ
ス
内
の
経
済
開
発
主
義
者
と
の
間
に
対
立
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
多
く
な

り
始
め
た
。
例
え
ば
、
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
輸
出
政
策
を
決
め
た
後
の
一
〇
月
に
、
ホ
ー
ク
首
相
は
大
陸
北
部
の
カ
カ
ド
ゥ
国
立
公
園
を
視
察
し
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た
後
、
カ
カ
ド
ゥ
公
園
内
の
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
鉱
山
の
開
発
を
禁
止
す
る
と
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
結
局
、
会
社
の
起
こ
し
た
裁
判

で
否
定
さ
れ
た
た
め
鉱
山
開
発
を
続
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
従
来
の
よ
う
に
環
境
保
護
と
経
済
開
発
と
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ク
首
相
は
タ
ス
マ
ニ
ア
の
森
林
視
察
も
行
い
開
発
批
判
を
行
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
貿

易
不
均
衡
に
と
も
な
う
対
外
債
務
と
そ
の
解
消
の
た
め
、
資
源
輸
出
産
業
の
発
展
が
必
要
と
一
方
で
意
識
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
ホ
ー
ク

首
相
の
政
局
運
営
は
困
難
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
（
＞
賠
＝
一
。
c。
ダ
b
」
宝
ふ
）
．

　
そ
し
て
、
後
の
ホ
ー
ク
首
相
に
と
り
命
取
り
に
な
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
問
題
も
浮
上
し
始
め
た
．
こ
れ
は
、
先
の
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相

の
バ
ナ
ナ
共
和
国
発
言
と
関
連
し
て
い
る
．
先
の
バ
ナ
ナ
共
和
国
発
言
は
、
ホ
ー
ク
首
相
が
ア
ジ
ア
外
遊
中
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

が
、
こ
の
発
言
は
経
済
的
に
も
外
交
的
に
も
不
穏
当
で
あ
る
と
感
じ
た
一
閣
僚
に
よ
っ
て
、
直
ち
に
ホ
ー
ク
首
相
に
伝
え
ら
れ
た
。
ホ
ー

ク
首
相
は
帰
国
後
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
に
対
し
て
注
意
を
促
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
一
九
八
五
年
の
税
制
サ
、
・
・
ッ
ト
に
お
い
て
、
ホ
ー

ク
首
相
が
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
の
消
費
税
導
入
を
最
後
ま
で
支
持
し
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
高
金
利
政
策
に
反
対
す
る
左
派
に
動
か
さ

れ
て
住
宅
・
ー
ン
金
利
制
限
の
続
行
を
約
束
す
る
な
ど
、
ホ
ー
ク
首
相
の
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
の
経
済
政
策
に
相
反
す
る
よ
う
な
言
動
が

目
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
の
ホ
ー
ク
首
相
に
対
す
る
不
満
が
高
ま
り
始
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
注
意
を
き
っ
か
け
と

し
て
蔵
相
の
不
満
が
爆
発
し
た
。
五
月
下
旬
に
ホ
ー
ク
首
相
側
近
を
「
満
州
皇
帝
の
官
僚
達
」
と
批
判
し
、
は
や
く
も
、
ホ
ー
ク
首
相
と
キ

ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
と
の
間
に
緊
張
関
係
が
芽
生
え
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
＞
賠
＝
一
。
o。
①
ダ
署
・
瀕
o
。
あ
“
＞
鼠
墓
お
・。
9
づ
・
器
o。
）
。
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野
党
連
合
の
分
裂
と
一
九
八
七
年
早
期
総
選
挙

　
一
九
八
七
年
に
な
る
と
、
連
邦
総
選
挙
の
実
施
間
題
が
早
く
も
人
々
の
注
目
を
引
ぎ
始
め
た
。
と
い
う
の
は
自
由
党
内
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
ブ
問
題
が
一
九
八
四
年
総
選
挙
以
来
首
尾
一
貫
し
て
大
き
く
動
揺
し
て
い
た
こ
と
と
、
一
九
八
六
年
後
半
か
ら
ビ
エ
ル
キ
・
ピ
ー
タ
ー

セ
ン
（
き
富
目
畠
屈
9
ざ
ら
。
§
器
P
ω
ε
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
首
相
が
連
邦
政
治
へ
進
出
し
、
国
民
党
党
首
と
な
る
と
と
も
に
野
党
連
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合
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
保
守
連
合
を
指
揮
す
る
と
い
う
動
き
が
で
始
め
．
一
九
八
七
年
に
な
る
と
連
邦
国
民
党
と
州
国
民
党
と
の
問
の
亀
裂

が
生
じ
、
そ
し
て
保
守
連
合
そ
の
も
の
が
分
裂
し
始
め
た
か
ら
で
あ
る
．

　
自
由
党
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
問
題
は
、
一
応
、
一
九
八
四
年
の
総
選
挙
に
よ
い
成
績
を
残
し
た
ピ
ー
コ
ッ
ク
が
議
会
党
党
首
に
留
ま
り
、

そ
の
ま
ま
野
党
連
合
を
率
い
て
い
た
が
、
自
由
党
に
は
フ
レ
イ
ザ
ー
政
権
時
代
よ
り
フ
レ
イ
ザ
ー
首
相
の
片
腕
と
し
て
蔵
相
を
務
め
、
経

済
問
題
に
強
い
ハ
ワ
ー
ド
が
お
り
、
彼
も
リ
ー
ダ
ー
候
補
と
目
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
．
し
か
し
、
容
姿
端
麗
で
女
性
に
も
人
気
の
あ
っ

た
ピ
ー
コ
ッ
ク
が
リ
ー
ダ
ー
を
継
承
し
、
ハ
ワ
ー
ド
は
副
リ
ー
ダ
ー
に
就
任
し
影
の
蔵
相
を
兼
務
し
て
い
た
の
で
あ
る
．
こ
う
し
た
意
味

で
は
、
自
由
党
に
は
ホ
ー
ク
対
ヘ
イ
ド
ン
の
対
立
と
同
じ
よ
う
な
緊
張
が
存
在
し
、
い
つ
で
も
そ
の
対
立
が
浮
上
し
て
も
お
か
し
く
な
か

っ
た
の
で
あ
る
．
そ
し
て
、
そ
の
対
立
が
浮
上
し
た
の
が
一
九
八
五
年
九
月
で
あ
っ
た
．

　
こ
の
当
時
は
、
税
制
サ
ミ
ッ
ト
が
散
々
な
形
で
終
結
し
て
労
働
党
の
人
気
も
急
落
し
た
た
め
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
に
と
り
よ
い
条
件
が
つ
く

ら
れ
て
は
い
た
。
し
か
し
、
一
九
八
○
年
代
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
局
が
経
済
問
題
を
中
心
に
動
く
よ
う
に
な
り
、
も
と
も
と
外
交

を
得
意
と
し
た
ピ
ー
コ
ッ
ク
に
と
り
経
済
間
題
は
苦
手
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
金
融
自
由
化
、
税
制
改
革
問
題
は
必
然
的
に
ハ
ワ
ー
ド

の
目
立
つ
機
会
を
多
く
し
た
（
9
一
凝
導
這
。
。
㎝
。
も
」
§
。
こ
の
結
果
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
及
び
そ
の
支
持
者
の
間
に
猜
疑
心
と
反
ハ
ワ
ー
ド
感

情
が
急
速
に
強
ま
り
、
九
月
に
な
る
と
ピ
ー
コ
ッ
ク
が
ハ
ワ
ー
ド
追
い
落
と
し
の
た
め
に
、
ハ
ワ
ー
ド
影
の
蔵
相
不
信
任
動
議
を
提
出
し
、

自
ら
が
用
意
し
た
候
補
者
を
立
候
補
さ
せ
て
コ
ー
カ
ス
に
て
対
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
．
結
局
、
こ
の
勝
負
は
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
あ
り
、

し
か
も
、
ハ
ワ
ー
ド
の
力
量
を
評
価
す
る
議
員
の
支
持
が
強
く
、
ハ
ワ
ー
ド
が
地
位
を
守
っ
た
．
そ
の
た
め
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
は
成
り
行
き

上
党
首
を
降
り
、
ハ
ワ
1
ド
が
自
動
的
に
党
首
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
》
賠
閏
一
。
c。
①
欝
夢
ま
ω
ム
る
巴
凝
彗
一
。
。
。
q
P
戸
占
㎝
）
．

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
件
に
よ
り
そ
れ
ま
で
潜
在
化
し
て
い
た
党
内
対
立
が
表
面
化
し
た
た
め
．
そ
の
後
、
ハ
ワ
ー
ド
の
議
会
に
お
け

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
自
体
は
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
の
、
党
内
を
ま
と
め
上
げ
る
力
量
が
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
常
に
自
由
党
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
間
題
が
つ
き
ま
と
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
そ
の
後
に
は
マ
ク
フ
ィ
i
（
一
き
三
8
9
Φ
①
）
議
員
や
フ
レ
イ
ザ
ー
元
首
相
が
指
導
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権
を
ね
ら
っ
て
い
る
と
の
噂
が
で
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
（
＞
弓
＝
一
。
。
。
①
費
箸
』
臼
6
。
）
。
ま
た
、
そ
れ
は
ハ
ワ
ー
ド
が
ホ
ー
ク
、
ピ
ー
コ
ヅ
ク

の
よ
う
に
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
容
姿
、
容
貌
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
一
〇
月
の
世
論
調
査
で
は
労
働
党
支
持
率
が
回
復

し
四
八
％
へ
と
上
昇
し
た
の
に
対
し
て
、
保
守
連
合
支
持
率
は
四
四
％
、
ハ
ワ
ー
ド
支
持
率
は
ホ
ー
ク
支
持
率
の
五
七
％
に
対
し
て
三
二

％
と
振
る
わ
ず
、
先
行
ぎ
不
安
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ハ
ワ
ー
ド
の
場
合
に
は
、
一
九
八
二
／
八
三
会
計
年
度
の
経
済
不
況
時

の
蔵
相
で
あ
っ
た
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
も
あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
争
い
か
ら
、
党
内
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
対
立
も
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
自
由
党
に

は
改
革
主
義
的
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
伝
統
が
あ
り
、
福
祉
国
家
、
拡
大
予
算
、
大
き
い
政
府
に
対
す
る
支
持
者
も
残
っ
て
い
た
．
戦
後
の

メ
ン
ジ
ー
ズ
首
相
時
代
は
保
守
と
は
い
え
大
き
い
政
府
を
維
持
し
て
い
た
し
、
福
祉
国
家
化
の
道
を
歩
ん
で
い
た
．
し
か
し
、
八
○
年
代

に
な
り
労
働
党
自
体
が
右
傾
化
し
て
く
る
と
、
自
由
党
は
さ
ら
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
右
傾
化
す
る
必
要
が
で
始
め
た
た
め
、
新
自
由
主

義
・
新
保
守
主
義
を
主
張
し
て
均
衡
財
政
、
福
祉
削
減
政
策
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ハ
ワ
ー
ド
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
経
済
合
理

主
義
、
自
由
主
義
を
代
表
す
る
ド
ラ
イ
派
に
属
す
が
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
は
伝
統
的
な
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
標
榜
す
る
ウ
エ
ッ
ト
派
に
属
し
て
い

た
の
で
、
両
派
の
対
立
が
明
確
に
な
り
だ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
フ
ロ
ン
ト
ベ
ン
チ
に
ド
ラ
イ
派
、
バ
ッ
ク
ベ
ン
チ
に
ウ
ェ
ヅ
ト
派
と

い
う
布
陣
と
な
り
、
対
立
は
目
に
見
え
る
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
と
も
か
く
選
挙
を
一
回
ハ
ワ
ー
ド
の
も
と
で
行
う
と
い
う

点
で
は
一
致
が
で
き
て
い
た
の
で
、
表
面
的
に
ま
と
ま
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
＞
賠
国
一
。
。。
。
暫
も
b
』
留
ふ
）
。

　
し
か
し
、
一
九
八
六
年
中
の
世
論
調
査
も
期
待
外
れ
に
終
わ
り
、
一
九
八
七
年
の
世
論
調
査
も
そ
の
ま
ま
劣
勢
に
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る

頃
に
な
る
と
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
保
守
連
合
の
低
迷
に
業
を
煮
や
し
た
ベ
テ
ラ
ン
政
治
家
ビ
エ
ル
キ
・
ピ
ー
タ
1
セ
ン
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン

ド
州
首
相
が
、
自
ら
連
邦
に
移
籍
し
て
保
守
連
合
を
指
揮
す
る
と
の
意
欲
を
見
せ
始
め
、
か
つ
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
が
そ
の
動
き
を
支
持
し
て

ハ
ワ
ー
ド
追
い
出
し
を
図
り
だ
し
た
と
の
噂
が
た
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ピ
ー
コ
ッ
ク
介
入
問
題
に
つ
い
て
の
真
偽
は
確
か
め
ら
れ
て
い
な

い
が
、
一
九
八
七
年
も
押
し
迫
っ
た
一
二
月
下
旬
に
ビ
エ
ル
キ
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
首
相
は
、
独
自
の
単
一
税
率
課
税
制
度
（
一
律
二
五
％
）
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を
提
唱
し
て
、
そ
れ
を
ハ
ワ
ー
ド
に
受
け
入
れ
る
よ
う
に
迫
り
、
そ
れ
が
で
き
な
け
れ
ば
自
ら
国
民
党
議
員
と
し
て
連
邦
総
選
挙
に
出
馬

し
、
国
民
党
を
指
導
す
る
と
明
言
し
た
の
で
あ
る
（
》
弓
自
お
。
。
試
署
」
O
甲
9
き
昌
9
這
o
。
8
薯
・
ε
㌣
㎝
）
。

　
む
ろ
ん
、
単
一
税
率
課
税
制
度
に
反
対
の
ハ
ワ
ー
ド
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
た
め
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
国
民
党
は
ビ
エ
ル
キ
・
ピ
ー
タ

ー
セ
ン
首
相
の
連
邦
へ
の
出
馬
を
促
し
た
。
そ
の
た
め
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
出
身
の
連
邦
国
民
党
議
員
は
、
シ
ン
ク
レ
ア
（
一
導
聾
琴
一
跨
）

連
邦
国
民
党
党
首
に
党
首
の
地
位
を
明
け
渡
す
こ
と
と
、
保
守
連
合
の
解
散
を
迫
る
始
末
で
あ
っ
た
．
国
民
党
の
支
持
基
盤
は
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
に
あ
る
た
め
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
出
身
議
員
と
し
て
も
．
連
邦
政
治
へ
の
介
入
を
嫌
っ
た
も
の
の
他
に
な
す
す
べ
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
シ
ン
ク
レ
ア
党
首
は
、
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
出
身
議
員
で
あ
り
、
同
州
出
身
議
員
と
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
出
身
議

員
と
の
間
に
緊
張
が
高
ま
っ
た
が
、
こ
の
影
響
で
自
由
党
と
国
民
党
の
間
の
連
邦
保
守
連
合
に
も
対
立
が
深
ま
り
、
一
九
八
七
年
四
月
に

は
つ
い
に
長
期
に
わ
た
り
維
持
さ
れ
て
き
た
連
合
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
＞
脂
缶
お
。
。
翠
》
ミ
9
器
9
9
お
。。
8
署
」
・
命
9

＞
鼠
目
の
一
Φ
o。
8
署
●
b
o
目
ふ
）
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
直
前
の
三
月
二
三
日
に
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
が
突
然
影
の
大
臣
か
ら
解
任
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
き
た
．
そ
れ
は
、
ピ
ー

コ
ッ
ク
が
ケ
ネ
ッ
ト
（
留
昨
亀
国
①
目
葺
）
ビ
ク
ト
リ
ア
州
自
由
党
党
首
と
の
間
で
交
わ
し
た
ハ
ワ
ー
ド
批
判
の
自
動
車
電
話
の
会
話
が
盗

聴
さ
れ
て
ハ
ワ
ー
ド
に
内
容
が
伝
え
ら
れ
た
た
め
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
に
対
し
以
前
よ
り
不
信
を
抱
い
て
い
た
ハ
ワ
ー
ド
が
、
こ
れ
を
機
に
解

任
し
た
の
で
あ
る
．
こ
の
時
の
会
話
で
は
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
は
ほ
と
ん
ど
聞
ぎ
役
に
回
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
指
導
者
に
対
す
る
背
信
行

為
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
野
党
連
合
分
裂
後
の
内
閣
改
造
に
お
い
て
指
導
権
争
い
の
噂
の
あ
っ
た
マ
ク
フ
ィ
i
議
員

を
バ
ッ
ク
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
降
格
し
た
た
め
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
ウ
ェ
ッ
ト
派
と
ハ
ワ
ー
ド
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
ド
ラ
イ
派

と
の
対
立
が
さ
ら
に
鮮
明
に
な
り
、
野
党
の
不
安
定
性
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
（
》
鼠
霧
一
。
。
。
刈
も
』
登
＞
脂
国
お
。。
鐸
b
’
ミ
。
）
．

　
こ
う
し
た
動
き
が
あ
っ
た
た
め
、
八
六
年
後
半
か
ら
八
七
年
前
半
に
か
け
て
フ
リ
ン
ジ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
税
問
題
で
揺
れ
る
労
働
党
、
ま

た
、
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
が
税
申
告
漏
れ
で
税
務
署
か
ら
四
〇
〇
〇
ド
ル
の
罰
金
を
言
い
渡
さ
れ
た
問
題
が
発
覚
し
て
も
、
効
果
的
に
攻
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撃
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
が
ま
す
ま
す
ハ
ワ
ー
ド
不
信
を
招
く
こ
と
に
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
次

か
ら
次
へ
と
新
し
い
政
策
を
生
み
だ
す
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
に
対
応
す
る
経
済
政
策
や
税
制
政
策
を
ハ
ワ
ー
ド
が
発
表
で
き
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
支
持
者
の
間
に
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
一
九
八
七
年
の
前
半
は
野
党
連
合
が
大
き
く
動
揺
し
て
い
た
の
で
、
ホ

ー
ク
政
権
は
、
た
ま
た
ま
ビ
エ
ル
キ
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
首
相
が
外
遊
中
の
時
を
狙
っ
て
早
期
選
挙
に
打
っ
て
で
た
の
で
あ
る
。
日
時
は
七

月
一
一
日
と
定
め
ら
れ
た
．
総
選
挙
は
、
八
七
年
後
半
と
読
ん
で
い
た
保
守
に
と
り
、
十
分
練
っ
た
政
策
が
準
備
で
き
な
い
こ
と
と
、
ビ

エ
ル
キ
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン
首
相
自
身
が
外
遊
中
で
選
挙
運
動
に
取
り
組
め
な
い
こ
と
か
ら
、
連
邦
へ
の
移
行
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
自
由
党
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
不
安
を
抱
え
、
連
合
は
分
解
し
た
ま
ま
、
国
民
党
内
に
は
し
こ
り
を
残
し
た
ま
ま
選
挙
に
突
入
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
＞
賠
＝
一
。
o
。
鐸
戸
ミ
檜
ω
ぎ
器
一
〇
〇。
8
P
＆
N
）
。

38

五
　
ホ
ー
ク
労
働
党
前
半
期
の
活
動
の
特
色

　
ホ
ー
ク
政
権
の
前
半
期
の
活
動
を
概
観
し
て
き
た
が
、
そ
の
特
色
を
と
り
あ
え
ず
ま
と
め
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
は
、
イ
ワ
ノ
フ
／
ク
ー
ム
事
件
、
税
制
サ
ミ
ッ
ト
問
題
で
の
っ
ま
ず
き
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、
全
体
的
に
は
安
定
的
な
政
権
運
営

が
で
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
、
ホ
ー
ク
首
相
の
個
人
的
人
気
の
高
さ
と
、
対
立
で
は
な
く
合
意
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て

ア
プ
ロ
ー
チ
が
成
功
し
た
こ
と
に
あ
る
。
フ
レ
イ
ザ
ー
前
政
権
が
対
立
、
強
権
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
国
民
か
ら
見
ら
れ
て
い
た
の
と

対
照
的
で
あ
り
、
と
り
あ
え
ず
組
合
、
経
営
者
か
ら
の
支
持
を
得
る
こ
と
に
成
功
し
、
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
型
の
政
治
を
実
行
で
き
た
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、
政
府
と
組
合
と
の
間
の
関
係
は
相
当
強
固
で
は
あ
っ
た
が
、
経
営
者
側
と
の
共
同
関
係
は
緩

く
、
一
九
八
六
年
に
は
、
戦
闘
的
な
経
営
者
の
団
体
が
登
場
し
、
新
右
派
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ホ
ー

ク
政
治
を
コ
ー
ポ
ラ
テ
ィ
ズ
ム
の
政
治
と
い
え
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
あ
る
が
（
ω
①
暮
。
9
伊
言
0
9
①
這
。
。
。
一
づ
』
ミ
）
、
そ
う
し
た
方
面
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へ
の
志
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
第
二
は
、
ホ
ー
ク
政
権
の
経
済
・
外
交
政
策
は
フ
レ
イ
ザ
ー
前
保
守
政
権
の
政
策
と
大
き
く
違
い
が
な
く
極
め
て
現
実
主
義
的
な
政
策

を
採
用
し
、
伝
統
的
労
働
党
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
、
広
く
国
民
の
支
持
を
受
け
た
と
指
摘
で
き
る
．
経
済
政

策
に
お
い
て
は
当
初
、
高
い
失
業
と
イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
予
算
拡
大
型
の
赤
字
財
政
政
策
が
と
ら
れ
た
が
、
八
五
年
に
な
る
と
増
大
す

る
財
政
、
対
外
債
務
の
前
に
縮
小
・
均
衡
財
政
型
の
予
算
が
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
八
三
年
後
半
よ
り
既
に
経
済
活
動
の
自

由
化
、
国
際
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。
ま
た
、
外
交
政
策
に
お
い
て
は
対
米
協
調
政
策
を
当
初
よ
り
明
確
に
し
て
、
外
交
関
係
の
安

定
に
努
め
て
成
功
し
た
．
経
済
面
で
は
類
似
の
傾
向
を
見
せ
つ
つ
も
、
外
交
面
で
は
米
国
と
決
定
的
に
対
立
し
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

ロ
ン
ギ
労
働
党
政
権
と
対
照
的
で
あ
る
。

　
第
三
は
、
ホ
ー
ク
政
権
の
安
定
の
鍵
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
労
働
党
時
代
の
失
敗
を
生
か
し
て
、
内
閣
組
織
を
閣

内
大
臣
、
閣
外
大
臣
に
分
け
て
内
閣
の
意
思
決
定
機
構
を
簡
素
化
し
た
こ
と
と
、
イ
ン
ナ
ー
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
所
属
の
大
臣
の
連
帯
を
高
め

る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
が
注
目
で
き
る
．
内
閣
に
は
九
つ
の
委
員
会
を
つ
く
り
機
能
分
担
を
明
確
化
し
た
．
そ
の
委
員
会
は
、
政
府
財

政
、
議
会
対
策
、
経
済
政
策
、
産
業
、
イ
ン
フ
ラ
問
題
、
法
律
・
行
政
、
防
衛
、
外
交
、
政
府
財
政
支
出
見
直
し
問
題
に
分
か
れ
て
い
た

（
＞
弓
国
一
。
Q
。
ω
ダ
夢
8
。
。
－
。
）
．
ま
た
、
党
内
の
イ
デ
オ
・
ギ
ー
的
な
違
い
に
基
づ
く
派
閥
の
形
成
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
従
来
、
と
も

す
れ
ば
統
制
の
と
れ
な
く
な
っ
た
コ
ー
カ
ス
内
対
立
を
、
派
閥
ご
と
に
意
見
を
集
約
し
団
体
交
渉
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
処
理
す
る
と
い

う
、
党
内
紛
争
の
制
度
化
が
行
わ
れ
た
。
派
閥
の
弊
害
は
も
ち
ろ
ん
大
き
い
が
、
派
閥
の
紛
争
の
制
度
化
機
能
は
ホ
ー
ク
政
権
の
前
半
に

か
ぎ
り
よ
く
機
能
し
た
と
い
え
よ
う
．

　
ま
た
、
ホ
ー
ク
政
権
が
誕
生
す
る
ま
で
、
左
派
に
し
ろ
右
派
に
し
ろ
派
内
対
立
も
大
き
く
派
閥
自
体
が
不
安
定
で
あ
っ
た
が
、
強
力
な

派
閥
指
導
者
が
現
れ
て
派
閥
の
統
一
と
派
閥
間
争
い
の
減
少
が
進
ん
で
い
た
こ
と
に
加
え
、
連
邦
労
働
党
執
行
部
が
支
部
内
の
派
閥
争
い

へ
の
積
極
的
な
介
入
を
行
い
始
め
た
こ
と
が
．
ホ
ー
ク
首
相
に
と
り
よ
い
材
料
で
あ
っ
た
（
湊
舅
韻
る
o。
。
。
げ
も
』
0
9
口
。
邑
這
o。
ω
も
』
舘
暢
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臼
器
房
畠
お
。
。
P
夢
ω
㌣
ε
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ク
首
相
自
身
が
長
い
組
合
活
動
で
両
派
に
信
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
、
ヘ
イ
ド
ン
率
い
る
中
間
左
派
が
右
派
と
経
済
政
策
面
で
協
力
す
る
こ
と
が
多
く
、
左
派
を
封
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
ホ

ー
ク
政
権
に
と
り
幸
い
で
あ
っ
た
。
自
ら
が
追
い
落
と
し
た
人
物
に
ず
っ
と
助
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
だ
け
ヘ
イ
ド
ン
元

党
首
の
処
遇
に
気
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
注
目
す
べ
き
は
、
労
働
党
大
会
は
一
九
六
七
年
ま
で
連
邦
議
会
の
代
表
を
排
除
し
た
形
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
三
六
名
の
代

議
員
が
意
思
決
定
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ウ
ィ
ッ
ト
ラ
ム
政
権
時
代
に
政
府
の
決
定
が
し
ば
し
ば
覆
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
た
め
、

労
働
党
は
顔
無
き
人
々
（
壁
8
一
Φ
器
冨
。
幕
）
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
批
判
を
党
内
外
か
ら
受
け
て
い
た
が
、
　
ヘ
イ
ド
ン
野
党

党
首
時
代
に
党
組
織
改
善
の
た
め
の
全
国
調
査
委
員
会
（
多
ぎ
召
一
〇
§
巨
9
8
。
＝
呂
三
員
）
が
設
置
さ
れ
、
同
委
員
会
が
一
九
七
八
年

に
勧
告
案
を
提
出
し
、
そ
の
線
に
沿
っ
た
改
正
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
労
働
党
大
会
に
は
議
会
代
表
が
参
加
す
る
と
と
も
に
、
一
九

八
二
年
よ
り
代
議
員
の
比
例
代
表
制
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
か
ら
は
、
党
大
会
へ
の
政
府
の
影
響
力
は
高
ま
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
よ
い
結

果
が
現
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
＞
賠
国
一
〇
〇
。
ω
ダ
マ
8
檜
口
。
琶
這
o。
ω
り
薯
●
8
一
－
倉
鼠
Φ
拐
魯
這
o
。
P
薯
。
合
山
）
。

　
第
四
は
、
党
内
を
分
裂
し
て
収
拾
の
っ
か
な
い
よ
う
な
争
点
に
遭
遇
し
な
か
っ
た
幸
運
も
指
摘
で
き
よ
う
。
確
か
に
、
経
済
合
理
主
義

に
基
づ
く
経
済
自
由
化
、
国
際
化
と
社
会
福
祉
予
算
の
削
減
は
、
伝
統
的
労
働
党
イ
デ
オ
ロ
ギ
i
「
社
会
主
義
の
目
的
」
（
。
・
8
芭
響
。
喜
？

葺
邑
と
も
反
す
る
た
め
、
伝
統
的
な
立
場
に
立
つ
左
派
の
ホ
ー
ク
政
権
批
判
、
右
派
・
中
間
左
派
と
の
対
立
が
芽
生
え
た
こ
と
も
忘
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
左
派
の
意
見
は
、
中
間
左
派
の
登
場
に
よ
っ
て
中
和
さ
れ
、
右
派
と
中
間
左
派
の
も
と
で
封
じ
込
ま
れ
て
は
い
た

も
の
の
、
妥
協
を
拒
み
常
に
党
内
対
立
の
源
泉
と
な
り
っ
っ
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
八
○
年
代
の
半
ば
よ
り
環
境
保
護
問
題
、
移
民
・
難

民
問
題
な
ど
の
政
治
化
が
進
み
、
と
く
に
経
済
開
発
を
主
張
す
る
グ
ル
ー
プ
と
環
境
保
護
グ
ル
ー
プ
の
対
立
も
生
じ
始
め
た
。
さ
ら
に
、

ホ
ー
ク
政
権
前
半
期
で
は
、
環
境
保
護
に
容
易
に
組
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
対
外
債
務
問
題
解
決
の
た
め
の
輸
出
産
業
発
展
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
の
強
化
問
題
が
で
て
く
る
と
、
ホ
ー
ク
首
相
の
政
権
の
舵
取
り
は
難
し
く
な
っ
て
い
く
し
、
左
派
も
こ
う
し
た
観
点
か
ら
攻
勢
を
強

40



ホーク連邦労働党政権とオーストラリア政治

め
て
い
く
。
た
だ
、
八
七
年
頃
ま
で
は
あ
ま
り
そ
う
し
た
間
題
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ホ
ー
ク
政
権
に
と
り
よ
い

材
料
で
あ
っ
た
。

　
第
五
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
問
題
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ク
政
権
前
半
期
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
問
題
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
一
九
八
六
年
頃
か
ら
ホ
ー
ク
首
相
の
右
腕
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
キ
ー
テ
ィ
ン
グ
蔵
相
は
、
ホ
ー
ク
首
相
が
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
左
派
の
要
求
に
妥
協
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
不
満
を
持
ち
始
め
、
将
来
の
対
立
の
芽
が
で
始
め
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
．
し
か
し
、

前
半
期
に
お
い
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
間
題
に
全
く
煩
う
こ
と
な
く
政
権
運
営
が
で
き
た
こ
と
は
、
ホ
ー
ク
政
権
に
と
り
幸
運
で
あ
っ

た
．
そ
れ
に
対
し
て
、
野
党
連
合
の
リ
ー
ダ
ー
不
在
問
題
は
、
ホ
ー
ク
首
相
の
安
定
性
を
か
え
っ
て
引
き
立
た
せ
る
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
い
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
ホ
ー
ク
政
権
の
右
よ
り
の
経
済
、
外
交
政
策
の
も
と
十
分
野
党
連
合
に
対
応
す
る
準
備
が
な
か
っ
た
こ
と
も

見
逃
が
せ
な
い
。

　
以
上
、
ホ
ー
ク
労
働
党
政
権
の
前
半
期
の
活
動
に
つ
い
て
そ
の
特
色
を
ま
と
め
て
み
た
が
、
ホ
ー
ク
首
相
の
カ
リ
ス
マ
的
人
気
、
組
織

的
な
安
定
性
、
政
策
的
な
継
続
性
と
現
実
主
義
的
性
格
、
政
治
的
不
安
定
要
因
の
欠
如
（
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
争
い
、
党
内
を
二
分
さ
せ
る
問
題
）

が
、
前
半
期
の
ホ
ー
ク
労
働
党
を
支
え
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
．
前
半
期
は
安
定
的
な
ホ
ー
ク
政
権
と
不
安
定
な
野
党
連
合
の

対
象
が
際
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
．
一
九
八
七
年
七
月
の
総
選
挙
以
後
、
ホ
ー
ク
政
権
は
後
半
期
に
突
入
し
て
行
く
が
、
経
済

政
策
の
失
敗
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
争
い
、
党
内
を
二
分
す
る
よ
う
な
問
題
の
登
場
に
よ
り
大
き
く
動
揺
す
る
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は

ホ
ー
ク
首
相
交
替
に
追
込
ま
れ
る
と
い
う
前
半
期
と
は
随
分
異
な
っ
た
展
開
が
待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
．

　
（
1
）
　
日
本
の
自
民
党
で
は
党
総
裁
（
胃
①
ω
崔
。
三
）
は
そ
の
ま
ま
首
相
に
な
る
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党
の
場
合
に
は
、
総
裁
は
党
員
か
ら
選
ば

　
　
れ
る
が
、
総
裁
が
議
会
メ
ン
バ
ー
で
な
い
こ
と
が
多
い
。
ホ
ー
ク
首
相
は
、
議
会
党
党
首
で
あ
っ
て
も
党
の
総
裁
で
は
な
い
．
ホ
ー
ク
政
権
期
に
は
、

　
　
ラ
ン
（
Z
。
国
●
≦
国
き
）
N
S
W
州
首
相
、
ヤ
ン
グ
（
竃
」
9
ぎ
毒
槻
）
元
連
邦
大
臣
、
バ
ノ
ン
（
9
ρ
評
弓
9
）
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
首
相
が

　
　
担
当
し
て
い
た
．
ホ
ー
ク
首
相
は
、
A
C
T
U
の
会
長
時
代
に
一
九
七
三
年
か
ら
七
八
年
に
か
け
て
総
裁
で
あ
っ
た
．
自
由
党
、
国
民
党
の
場
合
に

　
　
は
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
が
就
任
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
れ
故
に
、
本
稿
で
は
党
首
を
議
会
党
リ
ー
ダ
ー
（
冨
岳
即
巨
聲
冨
運
一
。
区
霞
）
と
限
定
し
て
使
用
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し
た
い
．
な
お
、
野
党
連
合
の
場
合
に
は
野
党
連
合
党
首
と
は
い
わ
ず
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
た
い
（
各
党
別
に
論
じ
る
時
は
、
党
首
と
い
う
言
葉
を
使

う
）
．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
政
党
組
織
、
政
治
過
程
に
つ
い
て
は
、
ジ
ェ
ン
シ
ュ
（
一
九
八
五
）
、
エ
イ
ト
キ
ン
／
ジ
ン
ク
ス
（
一
九
八
七
）
、
久
保
・

宮
崎
（
一
九
九
〇
）
、
魯
①
房
9
（
お
緯
）
を
、
ま
た
、
労
働
党
の
歴
史
に
つ
い
て
は
マ
ッ
キ
ン
レ
イ
（
一
九
八
六
）
を
参
照
願
い
た
い
．
な
お
、
ホ

　
ー
ク
元
首
相
は
翌
年
二
月
二
〇
日
に
引
退
し
、
テ
レ
ピ
キ
ャ
ス
タ
ー
と
な
っ
た
（
』
器
讐
§
§
”
周
3
曽
し
8
一
）
．

（
2
）
　
ホ
ー
ク
首
相
に
つ
い
て
は
伝
記
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
．
詳
し
く
は
デ
ル
ピ
ュ
ー
ジ
ェ
（
一
九
八
五
、
上
下
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）
　
一
九
八
四
年
の
移
民
論
争
に
つ
い
て
は
、
冨
一
器
曽
包
oQ
箒
夷
。
崔
（
這
o
。
“
）
を
参
照
し
て
ほ
し
い
．
な
お
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
移
民
政
策
に

　
つ
い
て
は
関
根
（
一
九
八
九
）
、
竹
田
（
一
九
九
一
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
4
）
　
一
九
八
七
年
総
選
挙
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
寓
。
＞
臣
獣
霞
導
山
妻
”
浮
ξ
9
（
お
o。
o
。
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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